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序文

昨年秋は、人文学部附属の亀ヶ同文化研究七ンタ…を設立し、研究センター設立記念のミニ特期展

「亀ヶ同文化の世界Jを開催した。おかげで教員も学生も目茶苦茶忙しい日にあったが、過ぎ去れば、

しい思い出ばかりである。

ミニ特別援は擾秀な資料が集まり、展示できたので、一カ月弱の会期に1600人の入場者があった。

日本考吉学ゼミの学部学生・大学院生は、展示資料の告用・展示作業・パネル製作などの準備を行い、

会期中は受付・入場者への解説、展示ケースの措除などを積極的に行ってくれた。卒業生も駆けつけ、

なかには休日を利用して、入場者に麗;示品の解説をしてくれた者もいたのみんなの協力ありがとう

4年生は 8入。就職活動が忙しく、卒論の取り組みに遅れたものもいたが、ミニ普別展「亀ヶ

同文化の世界Jに集まった優秀な遺物や大勢の見学者に科散を受けたためか、全員が卒論に真っ正面

から取り組み、だいぶ悩んだり、持労した与したようであるが、全員が無事卒論を提出した。あんな

に悩み・苦労したのに「卒論をやってよかった、面白かったJと全員が口を揃えて云ってくれた時は、

しかっ

この『亀ヶ同文化遺物実調集(2)J (弘前大学人文学部百本考吉学研究室研究報告4)は、 8人の卒論

の成果の一部に手を加えて刊行したもので、すべて亀ヶ図式土器に関するものである。これ辻、単な

る卒業記念品ではない。亀ヶ同文化研究を志、す多くの研究者の基礎資料として役立つことを願つ

作したものである C 怨論、卒業生も在校生もこれら研究報告を科吊して、亀ヶ嗣文化に関するたくさ

んの論文を書いてほしいやこれは、私の切なる願いであるむ

なお、今回の資料集に収録した縄文晩期の土器辻、三沢市経史民俗資料舘所有の野口貝塚治土品、

青森県盟議文化財調査センタ一所有の今津遺跡出土品、岩手果立博物館所有の豊岡遺跡出土品、田

中忠三郎氏月rr宥の槻ノ本遺跡出土品、弘前大学人文学部日本考古学研究室所蔵の亀ヶ岡遺跡出土品が
中心である。いつもご指導いただいている先主方やお世話になった関話機関・積入のお名前を以下に

記して(敬称省略)、感謝の意を表したいと思う。なお芹沢長介先生は今年の3丹16日に急逝された、

ここにご冥福をお祈りする

芹沢長介・村越 i禁・小杵達雄・渡辺 誠・須藤 睦・三沢市教育委員会・三沢市歴史民裕資軒舘・

長尾正義・青森果立郷土館・福田友之・木村 高・奇森県埋議文化財調査センター・三浦圭介・白鳥文雄・

大・永島 豊・岩手県立博物館・高木 晃・問中忠三郎・つがる高縄文住居展示資料鎮・鳴海期明。

平或18年3丹

藤沼



凡例

1.弘前大学人文学部日本考古学ゼミナールでは、弘前大学が亀ヶ同文化の遺跡や遺物に恵まれてい

る地域に立地するという立場を利用して、亀ヶ同文化の研究を大きな課題として取り i二げている

したがって、昨年秋に設立した人文学部前異亀ヶ同文化研究センターとも連携し令がら活動をして

いる。本書は、日本考古学ゼミナールで作成した実測図・拓本・文様展開模式国の集成であるが、

ヶ陣文化研究センターの活動の成果でも為る。

2.本書の実j期間の作成には、日本考吉学ゼミナールの4年生8名〈秋山真吾.t幸田恭平・安保里美・

鈴木春菜・板橋秋穂・松田元生・境沢宏美・山口朗美)が中心になり、藤沼邦彦も拓本と文様展開

図の作成にかかわったc このほかに、日本考吉学ゼミナールの3年生の磯前和己・ LlI田敏子、 2

生の赤坂朋美、弘前大学人文社会科学研究科学生の小向 良・深見 嶺・横山寛関、移了生の蔦J11 

景祥、卒業生の木下梨恵が深くかかわった。また日本考吉学実習に参加した石崎かおり・佐々木恵美・

佐藤信人・田高味香・千葉 光・捜本孝則・松田佳奈子・宮本明日香・佐藤雄生・伊藤幸司・丸山

優多・長谷川睦・ -金 慈瑛などの実誤1]掴・拓本などの成果も一部に含めた。編集は藤

沼邦彦・横山寛開・秋山真吾で行い、関根達人先生の指導を得たっ

3.遺物の実測図と破片の拓本図の縮尺は3分の 1に統一したが、一部に2分の lのものがある

4. 土器の文様について、その構成・単位・描く手}I慣などを考えるために、文様の展開図をできるだ

け作成したc 展開図の一部は、小JII忠博氏の展開写真を科吊したが、大部分は展開花本間を利用し

て作成した模式図であるc 文様の展開拓本国や展開模式閣の縮尺は不同で、ある O

5.土器の実測図を作成するときは、制スカイサーベイのマイブンスコープの I型と H型を活用した。

6. 本書の刊行に捺し、平成17年度弘前大

学学長重点研究「亀ヶ同文化の研究とそ

れに基づく展示活動(ミニ博物館活動)

の運営・研究」費の一部をあてた。

実漠!I~でとり島げた遺跡の分布国
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1 .三沢市野口貝塚の縄文晩期の土器

(野口コレクション)について

藤沼邦彦・長尾正義・秋山真吾・津田恭平



1 .三沢市野口貝塚の縄文晩期の士器(野口コレクション)について

藤沼邦彦・ -秋山真吾・

1 .三沢市野口貝塚

( 1 )立場・周辺の環境 (8頁を参照)

野口兵塚は青森県三沢市大字三沢字手稲田298番地に所主し、小川原海から約l∞m離れた東岸の標
の圧陵斜面に立地しているO 貝層が形成されているのは縄文早期後半~前期初頭、であり、

縄文晩期には貝層を伴っていない。

一沢市は青姦崇の東甫部に位置し、東は太平洋を臨み、西は小JII原湖を陥てて東北町、北は

として六ヶ所村、南iまおいらせIUJに隣接しており、太平洋沿岸と小川原湖の聞に挟ま

となっているc

小川原湖は南北に長く、長さ約14km、東西揺は約4kmで、海南部が西鶴へ張与出し、長華ftのような

形をしているO 小川原湖はその北西部には内沼、東甫部には姉沼を連ねており、六ヶ所村の鷹架沼、

などを合わせて周辺一帯を湖沼群としている(青森県史編さん自然部会2003)。

( 2 )野口貝塚の発掘

骨野口和三部氏の発議

1961 (昭和36)年、三沢m在住の野口和三部氏が自宅の娼を発掘した。発掘した経緯・状況な
であるが、この際に抹集した資粍が野口コレクションと呼ばれるものである。現在、野口コレク

ションは三沢市指定文化財として三沢市歴史民俗資料館に保存・管理され、常設展示として公開され

ている c

立教大学の発掘調査

19む〈詔和37)年、立教大学博物館学講樫(担当者，中111成夫)が発掘調査を行ったむ純兵層・混

から縄文早期末~前期務頭の遺物が、その土の黒褐色砂暑から縄文後・晩期の遺物が出土した。

晩期の遺物については公表されていないが、大潟C1式を中心としている(詞本1963)。

2.野口コレクションの晩期の土器

( 1 )野口コレクションを資料化するきっかけ

三沢市教育委員会から出されている

器が多数掲載されていたハぞこ

図誌jを見たところ、良好な大洞

に依頼・相談し、一

土

料館で野口コレクションを見せていただくと同時に、説明をして車いた。概観するとやはち大溝C1 

を中心とする一括遺物である可能性が高いと思われ、日本考吉学ゼミナールで資料化を進めている

十和田市明戸遺跡、の土器の比較資料になると考えた。野口コレクションは写真図録として公表されて

いるが、実1~U 図. :ttI本などがないため、土器の形態や文様を詳しく分析する上で不便であったのその

ため三沢市教育委員会の長尾正義氏の指導と協力のもとに、亀ヶi吋文化研究の一環として、晩期の土

器の資料化を行っ

( 2)器種・器形分類と各器種の特徴

器種分類には、 「正方形九等分法Jを大まか として用いた。その後、

を分類した。その結果、野口コレ

・注口土器・ミニチュア土器

ぼまり(頚部の細くなる度合い)や、器高/口径の値などから

クションの晩期の土器は深鉢・鉢{台討を含むト盟(台付を

っ“



に分類された。注口土器辻注口部をもつもの、ミニチュア土器は法量が地の土器に比べて著しく小さ

いものである。香炉形土器はなし凡なお器種分類には、完形土器、口縁部破片、文様付f本部破片を

いた。 には、完形土器と口縁部破片を用いたが、 はそれに加えて文様付体部破片も利用

した。

また、器種組成を出すために個体数を出した。その基準は、個体識加が可能である完売手土器や口縁

部破片を中心にしたが、文様付体部破片も用いたョ

①深鉢 (9頁を参照)

器高/口径の龍が1.0より上のものを深鉢としたっ全体形を確認できるものが少ないので、口縁者I~の

傾きや提厚の度合いから 5つに大分類 (1~V類)し、それらを口縁形態でさらに 20に小分類 (A.

B類) した。

-大分額(器形)

I類:口縁部がやや内湾し、口縁部内面が肥享しないもの(図 1~6) 。

E類:口縁部がやや内湾し、口縁部内面が肥厚するもの(関7)。

回類:口縁部が直立ぎみに立ち上がり、頚部に沈線がめぐるもの(図8)

N類:口縁部が外反するもの(国 9~13)

V類:口縁部がくの字形に外反し、類部にj主義がめぐるもの(関14・15)0

-小分類(口縁形態)

A類:平縁のものO なかに辻突起をもゥものもある。

B類:小波状を呈するものG なかには突起をもつものもある。

深鉢の特徴

深鉢は、口縁部に平行沈裁が巡るものもあるが、縄文のみのものが圧倒的に多い3 また、縄文のみ

の深鉢は、後期のものとの区別が毘難であるため、後期のもの

お深鉢は炭化物が内・外韻に付着しているものが多い。

まれている可能性がある O な

②鉢 (9頁を参照)

口径の値が0.4~1.0のものを訴としたむ鉢i之、台部の有無と、口縁部の傾きから10に大分類(1 

し、それらを口縁形態でさらに 3 つに小分類 (A~C 類)したり口縁部破片で台部を欠くも

のでも、台部を伴う可能性があるものは台付に、そうでないものと不明のものは台部のないものに分

した。文様付体部破片は器形分類かち除外し

-大分類(器形)

台部を伴わないもの

I類:[ゴ縁部がやや内湾するもの(図16 ・ 17 ・日2~116 ・ 118~122・124・125・127・129)0

立類:口縁部が内湾するもの(図18)

E類:口議部が外反するもの(図19~31 ・ 91~93 ・ 95 ・ 132)0

N類 I~臨類に当てはまらないもの(図32~35 ・ 117 ・ 126 ・ 128 ・ 131 ・ 133~139) 

台部を梓うもの

V類:幅の広い頚部を持ち、口縁部が外反するもの。 2つに細分する

V1 類:頚部に文様が施されるもの(国36~39)

V2類:頚部に文様が擁されないもの(図40~65 ・ 81 ・ 86 ・ 88 . 89) 

VI類:口縁部がくの字形に外反するもの(図66~68 ・ 97 ・ 101 ・ 103)0

w類:日縁部が外反するもの(国69 ・ 70 ・ 82~85 ・ 96 ・ 104 ・ 105)

q
ふ



り出して、口縁部がくの字形に外反するもの(図71~74 ・ 87 ・ 94 ・ 98 ・ 99 ・ 106 ・

107・109・110・111)0 

:口縁部がやや内湾するもの(図75~78 ・ 100 ・ 102 ・ 108 ・ 123 ・ 130)

X類:口縁部が直立ぎみのもの(図79・80)0

-小分類(口線形態)

A類:平縁のものC なかには突起をもつものもある。

B類:小波状を呈するものC なかには突起をもつものもある

C類:彫り込みによって連続した突起が施されているものむ

鉢の特数

主主;之、

でも

な

な

のにも

さむ盟 00頁を参照)

いものがあるむ体蔀に文様が施されるもの

を持ち口禄誌が外反するもの (V類)、口縁部がくの

いものでも体部に丈様が施されるものもあるが、

文様の有蕪にかかわらず炭化物が付着しているも

しているものが多いことが注目される C

を惇うものに多いが、中

に外反するもの(日類)

ない(日類など)。

い。また、小型のも

口径の値が0.4未満のものを皿とした(通常は0.3以下のものを皿、 0.3~0.5のものを浅鉢とする

が、浅鉢の個体数が少なかったので合せて皿とした)。盟は、台部の有無と、体部から口縁部にかけ

ての傾きでらつに大分類 (1~V類)し、それらを口縁形態でさらに 2 つに小分類 'B 類)したc

を欠くものでも、台部を伴う可龍性があるものは吉村に、 うでないものと不明の

もの

・大分類(器影)

台誌を伴わないもの

I類:体部から

立類:捧蔀から

歪類:体部かち

台誌を祥うもの

E類:体部から

V類:体部が緩やかに

・小分額(口縁形態)

したc 文議付体詰破片は器形分類から除外し

かけて、培法車接的に外に開くもの(国141~ 153) 0 

内湾しながら外に開くもの(函154 ・ 165~173) 

しているもの(図155~162)。

かけて、緩やかに内湾しながら外に開くもの(図163・164・174)

しながら外に聞き、頭部から口縁部にかけて外反するもの(図175・176)

A類:平縁のもののなかには突起をもづものもある。

B類:彫り込みによって連続した突組が施されているものO

皿の特徴

皿は台部の有無に関わらず、ほとんどのものに文様が施されている O また台fすには赤彩されている

ものが多い。皿には炭化物が付着しているものがないc

主壷 00頁を参照)

頚部最小径(あるいは

国189・190は0.75をわず白ミに

設が、精製土器の査と

壷i之、

に小分類 (A~E し

(頚部の結くなる吏合いけま0.75未講のものを表とし

されていること、器面がよく壌かれていることなどの特

日の査とし

し、それらを頚部の長さ.1頃き、体部最大径の位置でさら

とう子類の仕方が異な号、大分類と小分類の組み合わせを

4 



して器形の分類を行った。破片のため体部の偏平度

・大分矧(体部の麗平度)

I類:非部が横長になるものO

立類:体部が縦長と横長の中間的になるものc

E類:体部が縦長になるものひ

-小分類(頚部の長さ・傾意、体部最大径の位置}

きないものは器形分類から除外した。

A類:頚部が短く、内傾するものG 体部最大径が体部の中央付泣にあるものc

B類:頚部が短く、内傾するものO 体部最大径が底部付近にあるものO

C類:頚部が短く、外傾するものC 体部最大径がf本部の中央付近にあるものC

日類頭部が長く、内{壊するもの。体部最大径が体部の中央付近にあるものむ

E類:頭部が長く、車隷的に立ち上がるもの。体部最大筏が{本部の中央付近に為るものひ

と小分類を組み合わせた結果、査は I 類が IA類(国180~187)・1C類〈関188~191)・ I

D類(悶192・193)の3つ、 H類がllA類(図195---197). II C類(図198・199). II D類(圏194). 

llE類(図200)の4つ、皿類が孤B類(図205---207)・田C類(図201~204) の 20、合計 9 つに分

さ

査の特徴

;之、深鉢・鉢と比べると装錦されたものが多数である。赤彩されているもの、器出がよく磨かれ

た無文のものが目立つ会なお査に;ま炭化物が仔着しているものがない。

⑤注口土器

注口土器はわずかに10個体である O 全てに文様が施されており、他の器種に比べて装飾的である(国

217~226) 。

ミニチュア土器

しく小さく、 と ア倍以下のもめをミニチュア土器とした 4

儒体である(図227~230)

( 3)器種組成について (8頁を参照)

今回取り扱った野口口レクションの晩期の上器の個体数は、 937点で、あった。器種ごとに割合の多い

みると、鉢440点、 j菜鉢284点、盟128点、潜行点、注口土器10点、ミニチュア土器4点であったの

と鉢を合せると約お%を占めるのは、この2つの器種は煮沸に使用することが多く、消耗が激し

かったためであろう。

(4 )地文についてゆ頁を参照)

個体識別に用いた土器937点のうち、地文が観察できたものは819点であるむ地文は、いわゆる文蟻(例

えば雲形文など)を除いたもので、その種類は縄文・条痕・無文が見られたり縄文は単節LRが660点、

RLが101.点、蕪節Lが2点、単節設工と無箭Lが混在したものがl点ある c 条痕は 5点、単節

RLと条痕が混在したものが1点あるつ無文は49点あるむ縄文単蔀LRは深鉢・鉢・血に多いc 無文は

{告の器種と比べて査に多い。条痕を持つ土器は鵠体数が少なく、鉢にのみ確認できたむ

-J-



器種ごとの地文組成

縄文LR 縄文RL 縄文L 条痕 建支主Lと 縄文 と柔妄: 祭文 不明 合計

i菜 鉢 241 251 G G 。16 284 
喜本 283 69 5 。 l :::> 76 440 

量 104 2 む 。 01 O 121 10 128 
宜℃乏ニ主f 24 4 O 。 o 。 29 14! 71 

7王 口 。 。 。 。! 。 2 10 
ミニチュア 1 01 。 。 O 。l 3 。 4 
合計 660(80.6%) 101 (12.3%) 2 5(0β%) 1(0.1%) 1 49(6.0%) 118 937 

(5 )文様に引いて (ll頁を参擦)

今回扱った土器は雲形文が多く、はほ大洞C1式の一括資料とみることができる(山内1930、

1981、持越1983) 文様の分類は、雲形文を描く際に文様帯を割り付ける働きをする区画文や配置文

を基準に行ったの区同i文・配置文の定義や、分類基準については「亀ヶ岡式土器の文様の描き方」

沼1989)、『亀ヶ岡文化遺物実測図集j(藤沼ほか2004) などに則って行った。区磁文・配置文は、

本的に沈毅で囲まれた磨消部となるが、沈操あるいは彫り込み部とし されるものもあるむ

土器217・218の体部下半に施される文様や壷192の体部文援については、文犠帯の範冨が上下の沈綾

によって定まっていないため、その龍として扱った。いわゆる羊歯状丈がみられるもの(盟国 .77・

216'まか)もあるが、その多くは大混C1式に含めてよいと思われる O

そのf患に大洞C2式のいわゆる渦巻き文(図138)、大洞A式の士字文(凶139)、大洞A'式の変形

工字文(図140)が施されるものも若干ある O

区画文

区悪文は、文様帯を区画して単f立文様を生み出すもので、モチーフの違いによち 4つに分類し

区画文 1 点対誌の張毅の組み合わせによって構成されるものO

区画文ll:C字形のよそチーフが点対称に組み合い、文様苦の上・下線に接続するものO

区画文亜 :S字形の上下に付加的な文様を施し、文様帯の上・下総に接続するものO

版画文民T: S字形の両端が、文様帯の上・下線に接続するものO

配置文

配罷文i之、文接苦の中に埋め込まれるか、あるい誌文様苦の上隷・下総のいずれか一方にのみ譲続し、

連続した支援を構成する。モチーフの違いによりアつに分類した。

記置文 1: C字形の端を、文議苦の上総・下線のいずれか一方にのみ接続さ

対称に連続して施される O 彫り込み部として表現されている。

配置文ll:C字形を、文様帯の上線・下線のいず、れか一方にのみ接続させたものひ

配置文亜 :C字形の一端を、文様帯の上線にのみ張続させたものC

ものO 配置は、点

自己置文N:C字形に、さらに付加的な文様を擁したもの。点対称的に連続して諒されている c

配遺文V:C字彰に、切り込みや付加的な文様会加え、変化に富んだ形状を成すものつ

配置文立 :C字形を点対称に配置し、端部を結合させたものO

配童文理 :S字形 したものG

( 6 )炭化物と亦彩されている土器について (46-48頁を参照)

どんな土器が煮炊きに使われ、どんな土器が錨ちれたのかを視覚的に捉えるために、すでに作或し

る



た実誤IJ国を剥足して、炭先物が付着しているもの、 されているものを調べたむ は炭化

物がみられた範盟を、事色i主主彩がみられた範盟を治しているや長化物と赤彩の有無については、全

f本形がわかるものを利用し、明らかに付着していると分かるものは破片も利用し

土器に付差している炭化物は、煮炊きに使用された際に内容物や煮こぼれしたものが焦げついたも

ので、深鉢・鉢に多くみられ、血・壷・注目土器・ミニチュア土器にはなかった。 深鉢・鉢では、小

型の土器にも炭化物が付着しているものが多数あったことが注目された。同じことは、外ヶ浜軒今津

遺跡でも注意された(工藤2002、藤沼ほか2005)。なお底部刷会部が加熱によって事く変急している

ものも多いc 鉢では文様が施されているものでも炭化物がみられた。支i弗用土器と非煮沸思土器の違

いは、装飾の有無ではなく、器種によって決定されているようであるむ

赤彩辻、lIIL.壷・注口土器・ミニチュア土器にみちれ、 j業鉢・鉢に;まなかった。赤彩されている土

器辻、口縁部が装詩的であるもの・文様が撞されているもの・器揺がよく磨かれているものなどに多い。

本彩されている土器に炭化物が付著しているものはない。

( 7 )まとめ

野口コレクションの縄文晩期の土器は、全体的にみると大前 C1式の特徴と己ぼ一致しており、

j同C1式の土器を中心とする土器群の形態・文様・施文工軽などを具イ本的に知ることができた。これ

らを十和田市の明戸遺蕗、青森市の細野遺謀、五所111車市の観音葬遺跡、北秋田吉の向議田A.D

秋田市の戸平111遺罫などの土器と比較すると、若干の地域差も見られるが、むしろ共通性の方が多い

と思われるc 今回得た結果をもとに各地の同時期の土器群と比較し、型式の細分や地域差の設定など

について詳細に調べていきたし

〈野口貝塚に関する基本文献〉

1963年 岡本勇・加藤晋平

1964年中道等編

1967年 間本勇 「青森県三沢甫野口

1982年鈴木克彦編

おお年青森県史編さん自

青森県

口貝塚の発掘JrMUSEIONJ 9 (野口貝塚出土品図録jに所収)

「三沢市史j上巻一

f日本考言学年報 15(野口貝塚出土品冨録jに所収)

三沢市教育委員

日、)11原i誌とその見辺の湖沼群 I 青森県史 自然編

円
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①区画文 12を3単位施す。

②充填文をうめるO

③充填文のみをとりだしたもの。
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②区画文の聞に充填文をうめるO

③さらに細かな充填文をうめるO

④充填文のみをとりだしたもの。

第8図野口貝塚出土土器鉢 (54)
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第15図野口貝塚出土土器皿 (141) 



①配置文V3を4単位施す。

②配置文の聞に充填文をうめる。

③大型の充填文をうめる。

④さらに細かな充填文をうめる。

⑤充填文のみをとりだしたもの。

第16図 野口員塚出土土器 (141の文様の施文工程 1) 
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配置文V3について

施文111買序

左図の配置文を点対称に組み合わすことで、

2単位 1組のパターンを作り上げている O

配置文は以下のようにして描かれたと考えられる O

a-1 
a-2. 

¥、‘ / 

b. 

c. 

aの段階で配置文の基礎となる C字形の文様を描く o aについては

2パターン考えられる。その後bの段階で切り込みや付加的な文様

を加える O 最後に Cの段階で細かな付加的要素を加えて完成する O

配置文のみをとりだしたもの

閉じ文様が点対称に施されているのがわかる O

第17図 野口貝塚出土土器 (141の文様の施文工程2)
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第18図野口貝塚出土土器皿 (142~152)
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①配置文Vll2を3単位施す。
1単位のみ下線に接する。

②充填文をうめる。

第19図野口貝塚出土土器皿 (153)
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①配置文羽 1を4単位施す。

154 

②配置文の聞に充填文をうめる O

④充填文のみをとりだしたもの。
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第20図野口貝塚出土土器皿 (154)
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①配置文VI2を3単位施す。
1単位のみ形が、他と異なるO

②配置文の聞に充填文をうめる。

④充填文のみをとりだしたもの。

③さらに細かな充填文をうめる O
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第24図野口貝塚出土土器皿 (175)
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①配置文V1を2単位施す。
1単位形が変化している O

②充填文をうめる O

③充填文のみをとり

だしたもの O
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第26図野口貝塚出土土器査 (187~193)
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第27図野口貝塚出土土器壷 (194)
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①区画文II3を4単位施す。

②充填文をうめるO

③充填文のみをとりだしたもの。

第28図 野口貝塚出土土器 (194の文様の施文工程)
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第31図野口貝塚出土土器注口土器 (217・218)
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第32図野口貝塚出土土器注口土器 (219)
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第33図野口貝塚出土土器注口土器 (220)
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第34図 野口貝塚出土土器注口土器・ミニチュア土器・台部 (221.-，233)
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第35図 炭化物・赤彩が見られた土器(1 ) O 1Ocm 
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第36図 炭化物・赤彩が見られた土器 (2) 
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第37図 炭化物・赤彩が見られた土器 (3) 
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特 徴 j 地支 l 器騒
(Cm) 

1 

2 1単位c 内・外前jに長化物付藷3

l単位c 内面に長化物村議z 平底c

14.9 

;菜鉢; IA 日幹部に 34扇の突起が2単笠残存っ内面に炭化務付着=平底コ 縄文LR i 38.8 34.0 

ア j菜鉢 i 五A l口器部にB突揺が2単f立残存っ内・タト面に炭fヒ物討着。 題文LR 28.8 

8 

9 

9.4 

内・タト酉に炭化物村着コ平成 d

野口奥様出土土器観療表(1 ) 
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つり

56 

'，)1 

特 援
! IJ!..器高 j 器絹
地文;

i口唇部に彫り込みによる突恕軒、頚部に三日足状の文様、刺突列がめ;
;縄文LR

jぐる c 体部に四角形状、ノの字状の充填文が議文っ t 

q堕'=1aJ戸空型二竺窒型ι字型空持二時子日空型自主 J組不平
口容部に彰り込みによる突起列二類部に三日月状の文様、朝突列がめ

ぐる c {本部に突起が2上手段残存亡 1時土佐はB突進言、 1単位は縦位の B

突是c

口容部に都!)込みによる突起列、内室長に沈線が1条c 体諒に難住のお

突組が1単金残存会

I (cm) i lcm) 

V 2C I 口唇認に彰り込みによる突起列、内面に沈棋がl条会内面に炭化物付着。

鉢 V2C

喜本 I V2A 

口容部に彫り込みぷよる突起列、突起が1単位残存。

口唇部にB突起が1単位残存、内面に沈報がl条c 体誌に縦位の B

j尤報聞に料突発つ

日械部のi定緯の中心刺突列がめぐる c 体部に突起が1準金残存合磨消

部に縄文が残っている

口答部に彫り込みによる突話列、日突起が3準金残存c 体部lこ縦{立の

B突起がl単位。{本部に区画文が3単位。四角形、ノの字状の充填支

が施丈こ

日唇部;こ彰与込みによる突程3帯、内面にit線が1条c 体部に突起が1I 
準設あるが、剥離しているつ体部に区画文が3詩主主コ四角形状、ノの i縄文LRI 11.4 I 12.4 
字状の光填文が議文っ

B突認が2単位残存。口容装鏑lま外耐と内面から彰り込むこ

よって小波状を呈する手口唇部内閣に沈毅がl条三頚部に刺突列σ
;縄文LRi 13.3 I 14.1 

1単柱残存、霞画文が6単位ε 酉角形状、ノの宇状の充 i "~/-.." 

内・タト面に炭化物付着っ

口容部に彫り込みによる突起列、内面に;主義が 1条土体部に経f立のお
1単位三捧部i二区画文が3単位c 四角形状、ノの字状の充壊文

内・外面に炭化物村蓑c

り込みによる突起列、 B突起が2単柱建存c

うち 2単f立はB突担、 1単位は縦位の B突起Z

4単位三三叉状、ノの宇状の充壌丈が端文c内

日唇部に影り込みによる突起列=体部に縦位の B突起が1単位残存士 I''''' 
j縄文L設 j

l尚一穂体が計2点コ

;口等部に彫り込みによる突組列、 B突起が1翠位残存c

野口貝塚出土土器鰻察表 (2) 
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番号[器種 l器形 l文様

|64 鉢 I V 2C I 

65 鉢 IV 2C ! 

66 鉢 I ¥'lC 

67 鉢 ¥lC 

68 3本

69 鉢

70 鉢

71 鉢:顎B

72 鉢 VIIIB

73 鉢 瑚お

74 I 鉢 VIll日

75 I 鉢 I 1XA 

76 I 鉢 | 抗日

特徴
器高;器i福

地支 I I ， 1 
(cm) I (cm) 

沈線開lこ刺突列。内面に炭化物付着。同一個体が計2点縄文LR

日時部に彫り込みによる突起列c 内而に沈線が1条。 I縄文LR

日時制こ彫り込みよる突起列、内面に沈棋が1条っ口縁部に刺突列。 I縄文LR

口容部に彫り込みによる突起列、内聞に沈線が1条c 体部の沈線聞に

区i崩文|束IJ突列がめぐるっ刺突列には部分的に羊歯状文に似た文様がみられる
己|縄文LR

現 1 I 1本部に突起が3単位残存。うち 2単位はB突起、 1単位は縦位の B
突組 1本音sに毘困丈が2単位2 内・外面に炭化物付着c

j 口唇部に彫り込みじよる突起列、 B突起が13単{立コ口縁部にB突起が
区離文:I 

I 1単位公体部に区画文が4単位cうち l単位i土地の3単位と形が異なっ|縄文LR
II 2 I 

jているつ日韓部の内・外面に炭化物付着c

口容認に彫り込みによる突起列τ 口繰部に突起が1単f立。突起;ま破損
している会内象外語に炭化物付者c

小j実状口縁3 日報誌に沈殺が2条めぐると考えられるが、毎度も拍手い

た擦が全体に残存しており、正確な数辻不明苧内面に炭化物付着。

(9.0) 

13.9 

10.7 

:)2.6 I 22.9 

15.0 I 15.5 

与込みによって、口縁誌が小波状を呈するつ口唇言

。内・外車に長fと勃村着。

小法状日縁。口春謡にE突認が13単金、内雇に;主義が1条。頭部iニ沈

線が 4 条主綾の l 本日と 2 本自には 2~4 つを l 車位とした科突が

等間舗にめぐる。体部に譲位のB突起が1単位、再協にB突恕が名l

単校c 台誌に;まS字状の支援が5単f立c各文様の中;二iま穿孔が3単{立。

小i賞状口縁α 口管部内面に注援がl条。口縁部に緩f立のB突起が

{立c 内ー外出に提化物付善c

小波状口縁c 口唇部内面に沈譲が1条ご口縁部に A突起が1単位、 B

突起が5単位士 A突起宜下にのみ条喪が施文。地文は縄文、条読の椴

番に施文。内・外面に炭化物付着。

口容部に B突起が10単位残存c 口諒部に B突起が2単位c 内・外i長i
i縄文LR 8.0 I 10.9 

に炭化物付着コ

小波状口縁ご内・外面に炭化物付着。 縄文LR

77 I鉢|政B

78 ~本 IXB 

79 鉢 I Xぇ

き3I 鉢;環C

糾|鉢 ( 溜え
お鉢)碍C

86 鉢|口C
87 鉢 I ¥'溜A

88 鉢 I V 2C 

89 ~;本 I V 2C 

小波状口総 口縁部に羊歯状丈か袖文コ文様の部の刺突は 1条目の

沈線上に 6個、または 7個ある。 2条目の沈線は海中?切れている部 縄文RL (11β) I 14.2 

分が4筒所あるご体部と台部の境界に刺突列c 内面に炭化物付着。

小波状口縁。日縁部の沈鰻間に布方向からの刺突列。 体制:に B突起が

配置丈 6単位。

¥'13 2単位コ

化物吋着二

14.3 

12.1 

口容部に彫り込みによる突詔列。突程が1単位残存。

口唇部に彰り込みによる突起列、内面に沈線が1

1単位残存c 内雇に炭先物fす善っ

口唇誌に彫り込みによる突語科c 突起が1単{立残J容。

Q
J

一:
 

つ山一
t
E
i

一

ハh
u

一:
 

1
i

一

旬

'i
一
R
一R

T
U

一T
U

丈
一
文

縄
一
縄

B突起が
縄文LR

縄文LR

口容器に突起が1単註残存。立唇部上冨;こ沈騒が1条c 内言語に炭化物
;縄文RL

fす義二

口辱部iこ突起列、突起が1単位残存会

口唇部に態号込みによる突起封、内面に沈毅が1

物付着っ

羊歯状文、雲形文が撞文っ

口唇部上面に突起が2単位建芽、内蔀にi尤線が1

;議文LR

掩文L豆

議部;こ左方向か j

縄文芸L
らの科突列二

口唇部に彫呼込みによる突起持、 A突恕が1単位残脊、内面に;主線が

1条c

野口員塚出土土器観察捜(3) 
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沈線開;こ剥突列ご

口唇部に彫ち込みによる突恕列、

」塑F団江主?による突程列三
口容部に影り込みによる突起列、

lに刺突列ご内面に炭化物仕着。

口唇部に調;1)込みによる突起子IL口縁誌に列点。

1口容部に彫り込みによる突起列。口唇部内福に沈載が1条。体言15の突

している c 内面;ニ炭fと物付着。

今iるみによる突起殉c

り込みによる突起列。内・外語に長化物付着c

小技状口縁♀口唇部内語iこ;主報が1条、豆突起が2単位残存c 口縁藷

の沈議関に科突列。突起が1単{立G 内面に炭化物付着c

小波状口経 口容部内面に沈械が1条、突却が2

線開に刺突列c 内語;こ泉北物付着c

小波状口縁な口唇部内面に;主謀が1条、 B突起が2

の沈韓関に刻呂列ご

1小波状日縁む旦唇部内tIIHこ沈離がl条c 口総部の沈線開に刻住持手

小技状口縁c 沈線開に耗突列c 内・外面に員先物付着。

小波状口議c 口腎部に B突起が之準金残存c

折り返し口縁z

口唇部に B突起が1単位鶏存c 沈報開に科突列む

日縁部iこ之条の平行沈繰。内-

口唇部に詰突起が1単位残存士

小波状口縁c 内面に炭化物付着。

口答部に彫り

内面に爪痕がみられるc

小波状口縁。日縁誌の沈難問に右方向からの軒突列。

f寸着=

野口県壕出土土器観察表 (4)
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器高 器幅
番号 器種 25 芳三 文様 特 数 地文

(Cm) (cm) 

130 安本 立C
口唇誌に彫り込みによる突起列ご口縁部の詑韓関に東IJ突安IL縦f立のB

縄文LR
突起が1単位建存c

131 主主 lV 内・外面iこ炭化物f寸着c 条痕

132 吉本 車B 小j度:民口諒=口唇部内面{こ沈線が1条c 縄文LR

133 安本 1¥'A 口唇部に刻EI~IJo i縄文RL
134 喜本 IVB 小波状口縁土日縁部の沈組問に刺突列コ j縄文LR

136 3本 IVB 小波状口縁c 口唇部にB突起が1単柱残存亡 D縁部lニ平的状文。 (縄文LR

136 3本 町B 小波状口縁=口縁部に羊歯状文。 縄文LR

137 鉢 IVB 
4波状口縁。 D唇部内I自Hこit線が1条コ口縁部にA突起が1単位、 B| |縄よRL; 

(16.1) 
突起が2単位残存

138 鉢 lVA 渦巻き文が施文コ

139 鉢 lVA 口唇部内面に沈線が1条 I字文がみられる c 縄文RLi -

140 鉢 2個1対の癌:伏の突起が2単位残存。変形工学文がみられる。

配置丈
日開に彫りM による突起列。日明日突起が5単位c 体部に| | 

1B 配置丈が4単位、 2単位 I組で接丈c S字状、ノの字状、[lg角形状、 縄文LIミ 11.0 36.8 
V3 
文様帯を縦に区画する充填丈が撞丈。内・外部に赤彩e 平底c

142 皿 1A 
日告音t上面に沈線が1条、彫り込みによる突起が1

(34.6) 
挙世残存。四角形状、ノの字~支の充填支が撞文三平成む

143 阻 1B 
口唇吉[;に彫り込みによる突起列、 i今面に沈綾が2条。口容認が家減し

縄文LIミ (36.5) 
ており、正確な装蕗辻不明c

1B 
口容器に彫り込みによる突起持、内面にj主義が2条。口唇認が憲議し

縄文uミ (36.5) 
てお与、正確な装諒辻不境c 口唇蓄に彫り込みがあるえ突起が1単位c

1A 日号誌に三叉状の彰与込み、突起が1単位残存。外出に本彩。 縄文LR

口唇誌に彰り込みによる突起列立 害緊

口容認に彰り込みによる突註列ご 縄文LR

口容室tに彰ち込みによる突起列、内面に刻E列、突起が1単位残存。 縄文LR

口容部に彫り込みによる突起列c 縄文LR

口唇部に彰り込みによる突起列「 知

151 随! 1A 口唇部上面に沈韓が1条3 タト両に赤彩= i縄文LR

162 阻 1B 日時部に駆り込みによる突起列む 縄文LR

配霞文 口唇部上面に沈線が1条c 体部に記置丈が3単位、問に四角形状、ノ
153 血 ! A 縄文LR 6.3 25.6 

VII 2 の字状の充壊支が施丈っ平底c

配置文
口唇部上iflfに短沈線がめぐる亡口容部に A突起が2単位、日突起が

154 田 IlB 10単位残存c 体部に配置文が4単位、四角形状、三叉状の充填文が施 縄文LR 10.0 32.7 
日1
文c 丸!底乙体部に補修孔あり。

165 皿 IIIA 
口唇部外面に刺突列c 体部に四角形状、ノの字状の充填文が施文c 丸 縄文uミ

6.5 (20.4) 
底ご同一個体が計3点。

156 肌 IIIA 
口唇部外面に刺突列=体部に四角形状、ノの学状の充填文が施文ご i斗

縄文LR (24.8) 
一個体が計2点c

167 !皿 IIIA 内面に赤彩c 縄文LR

168 皿 IIIA 口寄音[5外面に刺突列=

159 肌 日A 口唇部外部に利突列c

160 阻 目A 口唇部外屈に軒突列c

161 阻 臨A 1 
口容部外面に刺突殉c

162 lIIl. 阻λ i 口容部上面に短沈線がめぐるご

盟

じま画文 口替部に影 1)込みによる突を列=口縁誌に突起が1単UL:， i宇部i二区離
163 1¥'B I lV 1 支が2単校-、-二叉状、四角形状、ノの字状の充填丈が経文。内・外語 10.0 18.8 

に奉彩二言語から晃て詰再形である。

議

配童文 口容器に怒号込みによる突起売っ口唇誌上面に態り込みが為る突恕が

紙 8.7 164 lVB 3百1 ，5単位ご{本語;こ記置文が2単位、三叉状、四角彰状の充填丈が施文乙内・ 17.2 

!タ全面に事彩色

野口貝塚出土土器観察表情〉
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番号 器種 i器形 文議 ヰ寺 鼓
器幅

(c双〉 (cm) 

日韓部に彰ワ込みによる突起子IJc内治iに縄文が誌されている際警が
縄文LR165 血 llB 

1条む

166 亜; E 君! :口唇部に彫り込みによる突起列会内・タト語に赤彩っ 製

167 盟 主主 ! IJ、液状口議。口容認に突恕が1単位残存亡 縄文LR

168 盟 立主
訂皆誌上面iこ沈線が1条ご口容部:こ突起が一単位、 B突起が2車位残

無
;存。内・外面にま兵彩c

16ヲ 盟 llA 日韓部上掘に詑織が1条っ内・外面に赤彩= i縄文LR

170 盟 llA 口唇部上面に沈識が1条。 縄文LR

171 四 llA 口容部1:.耐に沈線が1条。 縄文LR

172 毘 llA ;口幹部上面に沈線が1条。 縄文LR

173 皿 llA 口幹部卜.!IIiに沈線が1条。 縄文LR

配置文
日唇部に彫り込みによる突起列。体部に配置文が3単位、うち 1単位

174 皿 IVB のみ形が他と異なる 三叉状、四角形状、ノの字状の充填丈が撞丈乙内・ 室登 11.3 22.4 
V12 
外tIuに赤彩。

配置文
日唇部に彫り込みによる突恕列な口唇部に突起が4単位と頚部に重己置

文がヲ単{立、三叉状の充填丈が議文っ体奇sに記童文が3単位、うち 1
175 国 VB 1 1・

単位のみ群が{患と義なる 三叉状、四角形状、ノの字;伎の充填支が誌;
金盆 20.5 

V2 
文c体部に 3突認が4 内・タトi量iに奉彩c

176 盟 vえ
配置文 口唇蔀上彊に沈殺が LI容認に突起が4単位。頭部に記童文が8

;単位、三叉状、ノの字状の充填文が施文。 f本部にB突起が1単{乞内・
1 1 タト面に本彩=

盤 ぢ.6 1ヲ.7

177 盟
或部内屈に縄文が擁されている

縄文LR
と赤識が塗られているこ

178 盟 底部内面に縄文が擁されている盟帯が1条= 縄文LRi 

179 思 患部外面に文様が残存c 縄文LRI 

180 宣で受玄コ「 IA 
口唇部内面に段益コ と体部の境界に3条の平行沈親c頭部に B突

鉦 11.7 14.7 
起が1単位残存r 内・外面に赤彩。丸!氏。

181 治マ当= IA 
頭部と体部の境界に沈械が2条。 B突起が4単位。内-外面に赤彩合

金正 10.3 12.4 
底部の作り出しが中心よりずれている。丸底二

182 宜℃公:i: IA 
頭部と体部の境界に降子育が1条亡降帯上に B突起が1単位。内・外出

鉦 I 16.5 
に赤彩c外面の剥離が自立?と平底c

183 賞τ三E二Z子 IA 
顕部と体部の境界に沈線が2条c内・外面に赤彩cベンガラ保存容器

出「可子同:五一
としていた可能性がある 平

184 京て三二区ア IA 頚部と体部の境界;こ沈線が3条cタト面に和彩c王子室。

185 笈で三:r IA 内・外語に赤彩。政部 4単位の脚部c

186 
口唇部内面に段差、外語にj主総がl 頚翠と体部の境界に沈殺が1

主張 14.7 20.4 
条c内・タト語にお彰。平底さ

頚部と{本部の境界;こ之条の降著む経者の上設にはB突起が4単位、下

187 笠てゑ芝ニf IA 
記童文 段にはち突慈が8単柱、隆子誇の上設と下設をつなぐように突走塁が4単

主正 23.5 
V1 位。費三霊文が之主手投、 うち 1上手設は形が変fとしているτ外面に赤彩c

平成c

口唇部上面に沈線が1条、 A突起が1単柱、 B突起が4単位c頭部と

188 宣寸全玄7 1 C |体部の境界にB突起が1単位三口容部内・外面に赤彩c底部付近の孔 主任 11.4 

にアスブアルトによる補彬痕がある 丸底=

189 笠寸金宣でT 1 C 
日幹部にA突起が4単位c頭部と体部の境界に 1条の沈謀。内・外面

鉦 9.1 10.7 
に赤彩c丸jなじ

190 笈て三E二t子 1 C 
日昏部に B突却が2単位。日縁部内IIiiに沈線が1条こ内・外面に赤彩こ

経 な3 10.7 
底部の作り出しが中心からずれているc平底c

191 宣τまEコt干 1 C |内・外面にまぷ彩=丸底二〉 金正

192 宣七公芝 1 D その他
頚部と体部の境界に段帯がl条c降者 r:.に突起が4単{立あるが、すべ

金堂
て剥離しているご体部に文様が4単位会内・外語に赤彩。王子底。 I

.;. 

日3 笈七三定コデ 1 D 外面に春影会タト語に科離が目立、，合成部が剥離しているc 盤ゐ 8.2 

野口貝塚出土土器観察表 (6)
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番号 器議;器形 文様 特 鼓
地文 器高 l 器服

(cm) (cm) 

口唇部にB突起が1単泣残存乙頚蔀と{本誌の境界に陵管が之条令径苦

194 lID 
区画文 の上段と下段をつなぐように突起が4単f立、各経若上;こ題1t)込みによ

33.1 
1I 3 る装鮪、 B突起が4単位。肩誌にi主議による文議が乏 体部に区

画文が4単位施文c 内-外面に赤彩c 平JiL

1951 lIA 
口唇部lこB突般が l単位残存。頭部と体認の境界にお突起が1単位2

縄文LR 18.1 17.4 
平底c

196 瀧 立A 頭部より k部が破損している c 平底。 縄文LRI 

197 褒 lIA 体部にお突却が1単位5 平底c 縄文LR 7.7 

198 立C
口唇部にお突揺が2単位残存c 頚部と体部の境界に日突起が l単位=

頚部に孔が1単f立コ王子夜コ

199 立C
口容器にえ実起が1単f.il:， B突起が2単位c 頭部と体誌の境界iこ経
I f支のB突認がl単栓ヰ王子長c

200 資 立E 口縁部に i条の沈線2 頭部と体部の境界iこ沈殺が2条3 王子まこ

201 笠℃念E公E 臨C 平底会

202 笈で法区 mc 平底c

203 笈之こ及ぽ川島 国C 平底c 無 12.7 ヲ.9

204 気竺法質士 mc 長f三底む 無 11.2 

205 笈なまIがZ 盟B i主線 J よって体部文様が2段に分かれているコ平成コ 縄文LR (17.8) 
206 国B

口唇部内部に沈離がl条。頚部と体部の境界に段着c 底部外面に沈線
無 8.1 5.8 

が1条む内・外出に赤彩士丸底=

記童文 口唇部、 お突起が1単位ε 文様帝が2段に分かれている 上段

207 車B 豆1・ ;こ記援文が2単位、 下段に配置文;が3単位二ノの宇状、四角形状の充 主任 14.7 11.7 

IVl 填支が議文c えまご

208 恋 口唇器外語;ニi主総が1条c 詩文LIミ日斗(14.1)
209 遊 頭部と体部の境界に2条の隆苦c各陸;苦上にお突誌が1翠{立ずつ残存c 主張

210 壷 頭部と体部の境界の沈韓関に縦方向の刻日列ェ 縄文LR (12.0) 
211 I壷| 頚部と体部の境界に沈線が1条、 B突起が1単位残存亡外面に赤彩コ 盤

212 最| 体部に3条の沈線が残存c 縄文LR

213 笈む企ぽご 口唇部に彫り込みによる突起列c

214 笈竺念段公 体部に文棟の一部が残存二体部の沈線開に刺突列がめぐる C 縄文LR i 

215 
非部に文様の一部が残存コ体部と成部の境界に沈娘が3条=底部に円

縄文LR
形のi1ドりよちしがおるご

216 
けい十施雲口二主7線二唇さF以:れ部に一;が上るよ二施HっBll主てに突ニ文沈起様同棋が帯が1個が単1体条位2が設。、計突に口分3かれている 上段仁羊歯状よ、 下段lこ 縄文RL

縁誌に2 1認で背中合わせになって

起が1単柱。 住D部の期開にB突恕が4

他 単位c 間部に彰り込みによる突程列、突起が2単位残存ミ文様i之、体 縄文LR
11.1 17.6 

の 部上平に配置文が3単位、体部下半に犠に連続する文様が語文c 丸定。

[1暦部に彫り込みによる突起列、 B突起と縦{立の日突起を組み合わせ
配置丈

た突起が1単位、 B突起を上下に組み合わせた従却が4単位ご注口部
218 7五口 1I 1・

の周囲にB突起が2単位 肩部に彫り込みによる突起列【よ様l土、体 I縄文LR
8.8 14.1 

その地
部上学に配置丈が3単{立、体部下半に横に連続する艶置丈が施丈ェ平底c

仁i持部上面にB突担が3単{立残害、小波状の装飾が擁される C 口辱部 i

記建支
外語にお突揺が6単位残存c 容部上龍には彫り込みによる突詔列、お i

219 u:口 突恕が3単位z言器;こ彫与込みによる突恕持ご注口部は破損している 縄文LR 13.5 23.1 
1I 2 
H:口語の弱密iこB突起が4 文様辻、体言rs上半;二記童文が4単位、

体部下半に配置文が4単位c え底合

口唇部に彫り込みによる突起列がめぐり、 2単位1組で背中合わせに i 

配置文
なって施される B突起が4単位残存、 B突起が2単f立残存c i主口部の

220 1五日 周囲にB突起が3申仏肩部上面に刺突列がめぐり、 H突起が2単位|縄文LR 山 24.1 
1I 2 
残存ゥ屑部には口唇部と同じ突起列がめぐるじ文様は、体部 t半に配

置文が4単柱、体部下半に配置文が4単位。平底

野口貝塚出土土器観務袈(ア)
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器形|文

丈轍が3単金残存。孔が3単{立残存亡

内・外面に事彩c

野口貝塚出土土器観察表 (8) 
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の土器について
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11.青森県外ヶ浜町今津遺跡の縄文晩期の土器について

-安保里美

1 .はじめに

ここで取り上げた実期国は、青森県埋議文化財調査センターが発掘調査した今津遺跡の土器群を再

検討するために、文様付き土器について再実灘し、拓本をもとに文様の展開図を拝成したものである

には文様イすき土器が44点あるが、

対象とすることができたのは訂虫であゥたむ

2.今津遺跡の立地

ように貸し出し中のものもあり、今回、再検討の

ものは施文工程図も示した会

今津遺跡は、青森県外ヶ浜宵(16平舘村)今津字才ノ神に所在する c I日平舘村は、津軽手島の北京

端にあ与、津軽海峡に近い、陸奥湾に沿った南北に細長い村であった。冬は菖から

も多く、夏は東かちの「やませjとよばれる季節嵐の影響を強く受ける地域でもある

今津遺跡、は、才ノ神111と尻高川に挟まれた標高10--訪問の河岸段丘上に立地する。段正面は北東か

ち南西へ、すなわち陸奥湾に向かつて緩やかに額斜しており、遺蕗から海岸まで、法約200mの距離で

あるc 段正下の海岸には人家がならぶつ遺跡の西には平舘山地からのびる丘陵が迫るが、東iま陸奥湾

となり、晴れた司には、対岸の下北半島の西海岸や、遠くの北海道渡島半島の一部を望むことができるむ

3.今津瀧誹の発拙調査史

今津遺跡、は、津軽手島の海岸部にある縄文晩期の遺跡としては、タトヶ浜町宇鉄遺跡(I日三厩村)

五所川原市五月女藷遺跡(沼市浦村)と並ぶ重要な遺跡、で、過去3回発掘調査されている

( 1 )平官官村教育委員会による発掘調査

平詰村教青委員会(発掘担当者は橘善光氏c平舘教委と略す)は、 1972(昭和47)年、平舘村史福さ

として、今津遺跡を発掘調査し、その成果を詰村史jに発表しているつ発掘面積は、

A区・詰区あわせて24rrlである。主な出土品は、第rrJ書出土の縄文時代晩期中葉のものであ与、

者は大洞 C2式期単一のものとする。遺物整理を担当した工藤竹久氏(現、八戸市教育委員会)の御

教示によると、土器の接合率・復元主容が高いことに驚いたという O 平舘教委の発掘地点も遺物密集ブ

ロックを形成していた可能性が高い乙しかし、 2002(平成14)年に弘前大学人文学部日本考古学研究室

が発掘調査した大詔C2式土器と比較すると、皿形が少ないこと、工字文や沈線多重手法による

入組文らしさ文様が含まれていることなどの違いがみられる O

な品、平舘教委の調査区は、 1984年の青森県埋蔵文化財調査センタ…の調査区内に含まれるようで

あるが、 は、その諜査区の有燕や痕跡などについては全くふれていない。

( 2 )青森県哩蔵文化財調査センターによる発掘調査

青森県埋蔵文北安調査センター(県樫文と略す) ，土、今津バイパス擁設工事に先立ち、 1984(昭和

59)年に今津遺跡の発掘調査を行った。発掘面讃は3280ぱで、 f今津遺跡・関沢遺跡jが刊行された。

縄文晩期の遺講;之、第rrJ認の遺物密集ブ口ック〈捨て場) 1ヶ所、野外石岡炉3基であるc 野外石

;ま第立層下両で検出され、遺物密集ブロック(拾て場)を閤むように存在していた。

ロック(捨て場)は、面積が3鉛rrl、最も厚いところで"80cmあi人暑の彰成や土器の分布状況の荘り

方から、遺物密集ブ口ックは纏まりとしては一つであるというと;また出土土器はすべて大混C2式土

器の単一型式であると結論している
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これらの土器群を2002(平成14)年に弘前大学人文学部日本考古学研究室が発掘調査した遺物密集

ブロ ックから出土した大洞 C2式土器と比較すると、共通点も多いが、工字文的な文様をもっ土器や

沈線多重手法による入組文的な文様を含んでいる点で異なっている。いずれにしていも県埋文が調査

した遺物密集ブロックは、微妙な時期差をもっ土器群が含まれている可能性がある。

(3)弘前大学人文学部日本考古学研究室による発掘調査

弘前大学人文学部日本考古学研究室(弘大考古研と略す)は、亀ヶ同文化研究の一環として、2002(平

成14)年に今津遺跡を発掘調査した。県埋文の調査区の東側にあたる地点である。I青森県東津軽郡

平舘村今津遺跡発掘調査報告書jが刊行されている。発掘面積は45ぱで、遺物密集ブロ ックがlヶ所

発見された。遺物密集ブロックの土器は大洞 C2式であるが、平舘教委や県埋文の出土品に見られる

沈線多重手法による入組文や工字文的な文様を含んでいない。

'--
Jb
 

z

，，田町

4. 青森県埋蔵文化財調査センター調査区の遺物密集ブロックの再検討

県埋文の報告件の観察表を利用して、新たに文様付土器の分布図を作成した。この新分布図をみる

と、雲形文のグループと工字文のグループは明らかに分布域が違っていることがわかるO すなわち、

工字文のグループはグリッド80~81/G ~ F 地区に集中し、雲形文のグループはグリッド85~87/G ~ 

F地区に集中している。また雲形文グループが県埋文の遺物密集ブロックの主体であること、工字文

グループが小さなまとまりであることなども読み取れる。この大小のグループの周辺には、さらに雲

形文をもっ土器・三足土器のような沈線多重手法による入組文をもっ土器・工字文をもっ土器などが

散在する。沈線多重手法による入組文をもっ土器や工字文をもっ土器などは、弘大考古研の調査では

出土しなかったものである。

以上から、県埋文の遺物密集ブロックは一つではなく、大小のブロックがいくつか重複したもので

あることが推察される。また大小のブロ ックは、おそらく雲形文を中心とする土器群→沈線多重手法

による入組文を含む土器群→工字文を含む土器群の順に形成されていったものであろう。

注)報告書の観察表をもとに作成した新分布図を報告書掲載の分布図と比較すると、土器出土地点

の点が大きくずれているものが多い。報告書として事実記載はきちんとして欲しい。

〈今津遺跡の主要文献〉

1974年 橘善光・工藤竹久「青森県東津軽郡平舘村今津遺跡調査概報Jr平舘村史j
1986年 新谷武・岡田康弘「青森県平舘村今津遺跡出土の高状三足土器Jf考古学雑誌J71-2 

1986年 青森県埋蔵文化財調査センター編 f今津遺跡・間沢遺跡j青森県埋蔵文化財調査報告書第95集

2005年 藤沼邦彦・関根達人ほか編 『青森県東津軽郡平舘村今津遺跡発掘調査報告書j

弘前大学人文学部日本考古学研究室
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第38図 今津遺跡出土土器
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第39図今津遺跡出土土器 皿・浅鉢 (5"'8)
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o 10cm 

第40図今津遺跡出土土器 血・浅鉢 (9"""12) 

つ臼FO
 



16 

o 10cm 

第41図今津遺跡出土土器皿・浅鉢 (13--16)
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①横Sと横Cの配置文を
それぞれ配置する。

③内側の充填文を
配置して、完成。

④充填文のみを

抜き出したもの。

第42図 今津遺跡出土土器 (16の文様の施文工程)
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仁」

10cm 

④充嬬文のみを

抜き出したもの。

第43図今津遺跡出土土器浅鉢 (17)
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強グ

17の拓本

19 

第44図今津遺跡出土土器血・浅鉢 (18・19)
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o 10cm 

壷・ミニチュア (20--27) I 

円

iFO
 

今津遺跡出土土器第45図



番7口7 県教委報 出土区 [ 
器鞄

告書番号
器種 文様 特徴 ;地文

(cm) (cm) 

1 罷58-3 F-86Ab 盟 営形文ブ A突起が4単位配置されている 全体の112残存C
グル…

4.2 18.0 

2 E霊訪 1 G欄86"'ご¥.a 浅ま本 グ雲ル形ー文ブ 特に磨、減が議LI，.)c LR 6.2 16.9 

3 間59 4 G-86Ad i支鉢
業形文 内外需に赤彩が見られる 内寵に了寧な署きが越さ

LR 5.ヲ 16.5 
グル…ブ れているつ

4 間60 1 G-86Ca 
グルブ

LR 3.9 11.8 

5 凶60 2 1 G-86Dd 皿
議形文 A突起が4単位配置されていたものと思われる 全

LR I 4.2 19.7 
グループ 体の1/2残存lご

6 図60 3 I G-8るDb 且
雲形文 A突起が4単位配置されている 内面iに段差が見ら

無文 4.5 20.3 
グル…ブれるコ

ア 国的 3 G-86Dd 浅鉢 グル;形ー文ブ 部分的に口唇部の磐減が殺しい。 15.0 

8 間61 l G-86Aa i支主主
雲芳三文

LR 6.4 16.2 
グル…ブ

9 図61 3 H-86Dd 皿
震形文 口縁部が指丹形の二;上器である 内外面に赤彩が見ら

LR 4.1 21.6 
グループ れる C

雲Jf手丈 赤彩土器である 破損が激しく、残存は全体i /訴ま LR 
10 凶61 4 H-86Da 皿

グルプ 度であるつ
4.0 21.1 

11 国61 5 百-86Db 浅鉢
完形である 体部から底部にかけ

RL 6.1 11.8 
グル…ブ きり見られるこ

12 図62-1 G-87Bd 
雲形文 o唇誌に人突起が1上手 その再脇にB突恕が配捜

LR 4.9 18.3 
浅鉢 |グループ されている。

13 閥的 2 G-87Cc 
盟 議形文

非営に憲減が激しLミ。 RL 4.5 19.4 
グルブ

14 図63 2 H-87Cb 阻
雲形文 A突起が4単位配麗されていたものと怠われる 残

LR 4.1 18.9 
グループ存は全体の1/8程変である》

15 図63-3 
G-85Bd， 

i支鉢
雲形文

磨i戚が激しし 工主 5.9 17.9 
G-85Ac グループ

16 図62 5 H-87Dc i支鉢
雲形文

磨減が激しし LR 7.0 19.5 
グループ

17 罷65 3 浅鉢
雲形文 赤彩土器である 磨滅が激しく、鉢部は約三14、台部鉦文

グループ l'ま約113残菩しているさ
14.4 24.8 

18 国65 1 G-86Dc 
法鉢 ;雲形文;口唇部;こえ突起が4単位配重されている わずかに

グ ブ赤彩が見られる c
RL 10.7 23.2 

19 関65 2 G-82Ca 皿
雲車文 嗣器、ある A突起が4単位、その商議;こ B突

LR 8.0 18.7 
十グループ起が配置されているc

20 間73 7 G-86Bd 赤彩土器で、ある 残存は肩部のみ112程夜であるコ LR 7.6 

21 国73 8 耳-87Dc グ ーフ。l'本部の外部下半に赤彩。 LR 4.5 

22 関73-9 G-87Cd 
グループ;

LR (5.1) 

23 諸?310jG-お 議
雲似叩体一下半はーカれて

LR 
グループいるご

24 図73-11 G-82Bd グ雲ル形ー丈プ 残存は全体の1/2程度である c RL 

25 I 凶73 12 H-86Cd 
主字文

工字文の器である。文様部に縄文を伴う 葉文 8.2 
グ フ

26 I滋73-13 G-86Ac 
;字文 ;組 主幹 内、J 午文 l文様部分

ア昏8 8.8 
グループ に縄文を伴わないc

27 関合2 9 G-86Ac 、、、
ミニチ アニ土器であると磨滅が激しし lた 縄文が

LR 4.6 2.1 
清えてしまっているコ

今津遺誹出土土器観察表
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m.岩手県岩手町豊岡遺跡の縄文晩期の
土器(高橋昭治コレクション)について

藤沼邦彦・鈴木春菜



皿.岩手県岩手町豊岡遺跡出土の縄文晩期の土器
(高橋昭治コレクション)について

藤沼邦彦・鈴木春菜

1 .はじめに

ここで実測図化の対象としたものは、岩手県立博物館が所蔵する「高橋コレクション」の中から、

工芸的な観点からみて優れた文様をもっ土器を選び出したものである O 複雑で美しくみえる曲線的な

雲形文様が、基本としては簡単な形の区画文や配置文を配し、それに簡単な形の充填文を加えること

で、自ずと形成される工程も表現してみた。

2.豊岡遺跡の位置・立地

豊岡遺跡は、岩手県岩手郡岩手町久保第1地割329番地に所在する O 岩手町は、岩手県の北部に位

置し、岩手県西部を南北に連なる奥羽山脈と東部を南北に連なる北上山地が北部で近接する地帯にあ

り、大半が山地となっている山間の町であるO 平坦地は、町の中央を流れる北上川やその支流の流域に、

わずかに形成されているだけである O

遺跡の所在する久保地区は、岩手町の北西部に位置し、北には北上川と馬淵川の分水山脈となる

七時雨火山連峰の西岳がそびえ、その南麓にはゆるやかに起伏した丘陵地が広がっている O 豊岡遺跡

はそれらの丘陵が太田川右岸に張り出した緩やかな東南斜面に立地する O 標高は420~430m と高く、

IGRいわて銀河鉄道の御堂駅(八戸方面に向かつて、いわて沼宮内駅の次の駅)から北西約6kmに位

置する山間部の遺跡である O

3.豊岡遺跡の研究史

豊岡は、第三次世界大戦後に、樺太(サハリン)から引き上げてきた人々によって開墾された土地

である O 豊岡という地名も、豊かな岡となるようにという希望のもとに、樺太の豊原と真岡に因んで、

新たに付けられたものであるO 遺跡発見のきっかけは開墾作業中に多数の土器や石器が出土したこと

による O

( 1 )岩手町郷土史研究会による踏査 (1958年10月)

岩手町在住の高橋昭治氏を中心に結成された「岩手町郷土史研究会」は、 1958年、豊岡遺跡の現況

を把握し、遺跡の保存を考えるために、踏査を行った。その結果、遺跡が広範囲に広がっていること、

遺物包含層が地表面から20~30cm ほどの浅い部分にあることなどが確認された。このままでは、耕

作によって遺跡が破壊される危険があるため、早急に学術調査をする必要性も検討され、岩手大学の

草間俊一氏に調査を依頼することになった(岩手県立博物館2004)。

( 2 )岩手大学の草間俊一氏の発掘調査(1959年8月)

岩手町教育委員会と岩手町郷土史研究会は、岩手大学の草間俊一氏を発掘担当者として、 1959年に、

発掘調査を行った。 2ヶ所にトレンチを設定し、遺構の存在や遺物の包含状態を調査した。その結果、

遺物包含層・石囲炉(埋斐を伴うものもある)・焼土・柱穴らしきものなどが発見されたが、竪穴住

居跡を検出することはできなかった。出土品は、多数の縄文晩期の土器のほか、石器(石室族・石匙・

石錐・石斧・石棒)、土製品(土偶・顔面付土器・動物形土製品・土笛)、玉類などである O

土器は、縄文晩期の大洞 BC式と大洞 Cl式が大部分で、大洞B式・大洞 C2式・大洞 A式などは破

片が数点混じる程度であった(草間1960)0

( 3 )高橋昭治コレクション

岩手町郷土史研究会の高橋昭治氏は、先に述べた郷土史研究会としての遺跡踏査や岩手大学の草間
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俊一氏の発掘調査にも として参加した在野の研究者で為る01961年の開 際に出土した

豊i奇遺跡、の膨大な遺物を収集し、それちを惨埋・復元し、出土品の保護に努めた。さらに、1963年には、

告宅に北進考吉学資料窓を設置し、豊岡遺跡出土の土器や土偶は、各地の博物館・資料鮪に貸し出され、

されることが多くな号、豊岡遺跡の名前は徐々に知られるようになっ

2001年、高議氏は「岩手県の財産として広く県民のために役立てて欲しいJという頼いを込めて、

豊岡遺接出土品を、岩手県立博物館に寄贈した。これらは、「高橋昭治コレクションJとして、博物

館に常設展示されているが、その内訳は、土器〈完形品および図上復元可能なものが約400点、破片

が約13000点)、土製品点、石器2438点、石製品344点という

4.豊胃遺跡の土器

開俊一氏や高橋昭治氏によって明らかにされたように、盛岡遺跡の出土土器は、少量の縄文後期

の土器を含むが、その誌とんどのものは縄文晩期の土器であるc 縄文晩期の土器辻、大j同B式から大

jl/式まで、亀ヶ関式土器諸型式をすべて含むが、なかでも大洞 BC式と大綱 C1式が庄倒的に多い。

おそらく豊開遺跡は大混 BC式・大綱 C1式のころ遺跡(集落)としてもっとも大きかったので為ろう。

豊関遺跡出土の鵠袈土器は、文様の構成に優れ、美しく、器面の調整もJ撃で光沢をもつものが多い0

2005年秋に仔った弘前大学人文学部附属 亀ヶ関文化研究センター設立記念のミニ特開展「亀ヶ縄文

化の世界jで、車両遺跡、出土の二七器・二百再の優品を多数震示したが、美しいもの・

ものとして、観客の注目を集め、喜ばれたむ

5. 盟問遺勝の土器の文様

にすぐれた

豊開遺跡出士の構製土器は、美しいものが多いといっても、すべてが美しいわけではなし、今回、

実測図化の対象としたのは、豊岡遺跡出土の土器のうちでも、工芸的に美しいものを選んだ。これら

縄文晩期の社会における工芸的遺物の存在意義を考える上で、重要な資料となり得ると考えたか

らである c 図 1 ・ 2 ・ 4~ ア .10 ・ 16 ・ 18~25 ・ 30 ・ 31 ・ 33は亀ヶ同文化研究センターのミニ特別展

ヶ同文化の世界」で展示したもの、図3・8・9・11~15 ・ 17 ・ 26~29 ・ 32 ・ 34は常設展で展示中の

ものである c なお、これらは、ミニ特別展「亀ヶ同文北の世界Jの国誌でも取り上げ、額面写真・

. ~開拓本国などをオールカラーで掲載しているので、参考にしてほしい己

り上げた土器の文様については、ほとんど擁丈工殺を推定復元することができたc その多くが、

区画文あるいは配置文で文様苦を割り付け、さらに充填文を加えて、単位文様あるいは連続文様を構

成するものであったc 区画文は 3 つ(童画文 I~直〉に、配置文も 3 つ〈記置文 I~III) に大別したが、

以Tでも述べるように、これらの基本形は単純な形のものが多い (73頁の模式由参黒)

たしかにここで取り tげた豊両選膝の土器の文犠は美しいが、区画文・配置文・充填文の基本形や

施文工軽は単純で、他の亀ヶ詞文化圏の雲形文などと何ら変わるところはないc 農関遺跡の土器が、

ことさら美しく見えるのは、豊岡縄文人の美に対する工夫が巧みで、あったからに違いないひ本来単純

な形の区画文や配置文、充填文にちょっとした付加的な装飾を加えるだけで、複雑そうにみえる美し

い岳毅的な単位文様や連続文様を構成していることが、間面から読み取ることができょう O

実isU図fとできた豊岡遺跡の土器群は、羊詣状丈を主体とする一部の土器を除けば、大洞 C1式に罵

するものであろう c 土器の形・文様・光沢・施文工程、そこから醸し出される雰囲気は、馬溜JlI流;域

の同時期の によく似ている。しかし、小市原湖畔の野口貝塚や奥入瀬川上流域の明戸

軽の頼野遺跡、岩本111流域の観音林遺蕗などの大j同C1式土器にも類似点が多そうである 3

北上JlI中・下流誠の土器群との比較・研究は行うことができなかったむ北上川中・下流域の土器群

の研究辻、弘前大学考吉学ゼミナ…ルのこれからの大きな課題であろう C
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〈豊岡遺跡の基本文献〉

1960年 草間俊一「岩手県岩手町豊岡遺跡Jr岩手大学学芸学部研究年報』第17巻、 1~13頁
1964年 草間俊一「岩手県岩手郡豊岡遺跡Jr日本考古学年報.U2、誠文堂新光社
1965年高橋昭治 『考古学資料岩手町遺物出土表 附岩手町出土品所蔵目録J

1976年 岩手町史編纂委員会編 『岩手町史J岩手町史刊行会

2000年 菅原修「豊岡遺跡Jrいわて未来への遺産 遺跡は語る 旧石器~古墳時代J岩手日報社
2004年 岩手県立博物館 『再発見!亀ヶ岡文化 ~豊岡遺跡展~j

2004年 岩手町教育委員会「第5回発掘された岩手町の遺跡展 北上川上流の縄文文化皿 再発見!

亀ヶ岡文化 ~豊岡遺跡、展~J (岩手町教育委員会2004と同じ内容である)c 

2004年 高橋昭治 『豊岡遺跡の思い出(第5同発掘された岩手町の遺跡展 再発見!亀ヶ岡文化

亀ヶ岡遺跡講演会)J岩手町教育委員会

2004年 岩手県立博物館 『高橋昭治コレクション(豊岡遺跡)その 1、土製品・石器・石製品編J

岩手県立博物館収蔵資料目録第17集(考古VI)

2006年 藤沼邦彦・小川忠博編 『ミニ特別展「亀ヶ岡文化の世界」図録J

(弘前大学人文学部日本考古学研究室研究報告3)、亀ヶ 同文化研究センター

豊岡遺跡位置 国土地理院発行5万分の l地形図「荒屋」使用

(2004年 岩手県立博物館 『高橋昭治コレクション(豊岡遺跡)その 1、土製品・石器・ 石製品編j

岩手県立博物館収蔵資料目録第17集(考古VI)より転載)
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第46図 豊岡遺跡出土土器(1 
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① 

①，② 配置文に付加的要素を

加え、配置文が完成する。

② 

③ 大型の充填文をうめる。

① 

⑨ さらに細かな充規文をうめる。

第47図 豊岡遺跡出土土器(1の文様の施文工程)

'k
d
 

ヴ

t

④ 



O 10cm 

① 区画文4単位を施す。

②充填文をうめる。

…
「
y

シ」をみの文
呂
田
円充③

 

~ A 

、v

第48図豊岡遺跡出土土器 (2) 
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O 

①区画文4単位を施す。

②充填文をうめる。

3 

10cm 

'，t， 

③充填文のみをとりだしたもの。

第49図豊岡遺跡出土土器 (3) 

勺

tni
 



5拓本

7 

第50図豊岡遺跡出土土器 (4~8)
。
』

10cm 
E出
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9 

第51図 豊岡遺跡出土土器 (9"""'13) 
。
』

10cm 
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o 10cm 

第52図豊岡遺跡出土土器 (14)



① 

③ 

①，①配置文に付加的要素を加え
配置文が完成する O

② 

④ 

①配置文2単位の聞に充填文をうめる。

④さらに細かな充填文をうめる O

⑤充填文のみをとりだしたもの。

第53図 豊岡遺跡出土土器 (14の文様の施文工程)

-81一



弘、

⑤ 

①，②配置文に付加的要素を加え、
区画文に変更する。

③大型の充填文をうめる。

④さらに細かな充填文をうめる。

⑤充填文のみをとりだしたもの。

第54図豊岡遺跡出土土器 (15)

82 -

② 

④ 



』

16 

10cm 

E出

①配置文に付加的要素を加え、配置文が

完成する。

②配置文聞に区画文を充填するO 区画文

が充填されるのは珍しい例である。

③細かな充填文を うめる。

第55図 豊岡遺跡出土土器 (16)
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O 
r-，--. 

①区画文を施す。

①充填文をうめる。

② ①の聞に異なる区画文を充填

する O

①充填文のみをとりだしたもの。

第56図 豊岡遺跡出土土器 (17)
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第57図豊岡遺跡出土土器 (18~20)
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〈苦言~

O 10cm 

① 区画文4単位を施す。

②①の聞に区画文を充填
する。

③ 充填文をうめる。

④充填文のみをとりだしたもの。

第58図豊岡遺跡出土土器 (21)

-86 -

④ 



①区画文2単位を施す。

①大型の充填文をうめる。

①大型の、きわめて配置文的な要素
をもっ充填文をうめる。

④さらに細かな充県文をうめる。

第59図豊岡遺跡出土土器 (22)
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23 

26 

第60図豊岡遺跡出土土器 (23~27)
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27 

O 10cm 



28底部

第6"'図 豊岡遺跡出土土器 (28)
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'‘正一一一←--~プ干ー さ三
①配置文4単位が施される O 一

塁豆弄ヨ 6- J同
29 F+二二ι二二土~

(一ー ②充填文をうめる。 一一「
I 炉 、F 司色

-E竺会=令、，ゐ，....~-r竺~
③充填文のみをとりだしもの。

30 

o 10~ 

第62図豊岡遺跡出土土器 (29"'31) 

-90 -



32正面

32側面

第63図豊岡遺跡出土土器 (32)
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①区画文5単位を施す。 ②充填文をうめる。

、ミL、
ミまl

33正面 33側面

34 

O 10cm 

第64図 豊岡遺跡出土土器 (32の文様の施文工程・ 33・34)
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持殻

'Jこみによる突起列がめぐるで口縁部に羊歯状文がめぐる c縦位

突起が1単{立施される c体部文援者は区画文4単位を議し、光機文をうめるな;

縄丈
:器高 l器幅
(cm) (cm) 

27.7 

医画文 1 I ~本部と合部の聞につくられた詮苦じ沈綿による丈様が施される。台部 iこえ形 LR 17.4 15.5 

と三角形の小さな透かし孔が施されるェ口縁部に炭化物の付着がみられ台部

:;まま示く変色しているこ

!日時部に突起列がめぐる二口繰部iこ1条の内面沈殺がめぐる c 口縁部に2条

の平行沈殺と五IJみがめぐる。体部文様帝は民頑丈4単位を施し、充填文をう

と台き[~の開の陸苦に、 4 単位の文様が施される三台部下端 iこ 1 条

ぐる。合部が赤く変色しているつ

ちこみによる突起弼がめぐるこ体部文掠帯誌記童文を施し、充填;

に彫りこみによる突起列がめぐると f本部上半に縦位E突起 1単位が施
、るつ体部文様帯は区画文会車位を施し、充填文をうめるう

与こみによる突起列がめぐるご口縁部に発点、頭部には短j主総が

。体吉15上半に芋蕗状支が持される=体部支援苦は円形の配霞丈を施し、

うめる 3 台部には丸形と三角形の小さな活かし子しが施される乙台部

変色=内外語とも了事なミガキが議されている

i口唇部に彰ちこみによる突起持がめぐる会文様若の土議に横位B突起が1単

位擁される f本部文総苦;立区語文を施し、充壊支をうめる。鉢部と台部の間

につくられた隆帯にi主義による文様が施される c 口縁部から体誌上半にかけ

て炭化物の付着が著しく、台部は事く変色している

口唇部に影号こみによる突起列がめぐる。頚音[$に超法謀、体部上半に

:沈線と刻み、体部下半に 1条の沈親がめぐる二台誌に円形4単位・

れ、 6単位のLlJ状突起が施されるつ

101 鉢 i互覇支
めぐる。その下には張報を組み合わせた、縞円形の隆帯部にノ

文様、その下に封点がめぐる

本の弧親を組み合わせ撞丹形が縦に2つ主主ぶ縄文部をつくっている。

B突起がを単位施されているc 口縁部に羊醤状文が植される

11 鉢 | 区i政 )郡山こ 1条の脱がめくり、正面に横並3突起が施されるこ同上半の文様
4単位の区画文を施し、充横支をうめる体部下半に 1条の沈純がめぐる

られる 体部上半;こ入ち経み三叉丈と 2条の子育沈
LR 3.5 6.9 

1条の沈殺がめぐるコ

ミガキが擁されている苧 i禁 15.0 4.2 

れた 2条の平行沈認の関に妻Ijみがめぐる 体部文様帯は配量丈

単{立点対称に配置し、充填丈をうめる c 底部文議はノのf字文と立角文に LR 

よ て、 X字形の縄文部が形成されるニ

仁i縁部に 3条の平行;尤報と実IJみがめぐる 体部文様帯に区i覇支3単位を施し、

1e:l民文をうめる もともとの色識は黒褐色であるが、葉土に埋まっていた薮 ILR I 8.2 18.2 

片i立法葉桜告に変色しているニ

4単fj立を施し、低i詞文生単位を充填する 器語に高soi小
20.0 

みによる突起弼がめぐるつ日縁部内記に一条の沈練がめぐると

17 盟; i本部支援苦は 2種類の区画:支を交互に各3単{立ず、つ施し、光填丈をうめる 1 LR 5.5 I 22.0 
不定形の区画文を l単位施した語、充填文を理める土

18 
阻 記費支現 I~~~f)(~ 7単位の突起が施される f宇部文様帯は配霞丈3単位を施し、充填 LR
; 丈をうめι ; 

4.5 18.7 

豊間遺跡出土土器観繋表(1 ) 
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幹殻

i 口唇蔀に彫りこみによる突起列がめぐる c 体部文様帯は区画丈2単位を施し、
豊 !区画文日
i i充填文をうめる

19 

I ~~ = '-全体の509ら残存c口容部に彫りこみによる突起列がめぐる。文雄帯は配置文(単 j

20 阻 |配電文i立;
1 ~~=~= 1位不明)を施し、充填文をうめる己

日突越が4単位あると考えられるが、

される。体部文様帯は区媛丈4単位を施し、

うめる。文議帯下端に列点がめぐる。

24 I 壷 |羊歯状文 I日唇部に羊盤状文と 2条の平行沈線が諾される二体部には2条の平行沈線と

列点丈がめぐる。体部の2条の沈根上には縦佼B突起が施される

頭部破損。癌状の 4つの足がつき、 i蓄の強られたあとがみられる 体部支援im:
8曙?

して山形文・西角文を施している

抵
轟ぺ..・-.- -晶..-，- -. 、、_'.J __  .，...、-.- 奪S笥W 丞円斗- ~ /、.'-田園... 、~ I I~" 可律 事 'ザ童書 ""T~~ ・

!無 15.4I 14.3 
突記!需には列点文が確され、その下には2条の王子行詑織がめぐる

口唇部正面に3f闘l単位のお突起が擁され、その左右に上下一対のB突起え

される。正直百突怒と左右の突起開には務みが擁されるc 口縁部iこ刻みがめぐる。

28 I 壷 ! 配置文 | 室長部丈議帝に不定形の龍豊文3単位を施し、充填丈をうめる c 体部と頚部の間

には3段の隆苦がつくられ、羊詫状の文様が施されるQ 2段目の腔帝には接泣

B突起がl単位擁される G 底部文捺はノの学文と三角文によってX学状の降帯

認が形成される。竣土から出土したため金格が浅黄軽色に変色している。

日韓誌に彫り w みによる突起列がめぐる。口縁部に 1条の内面沈線がめぐる

29 !壷 配寵文耳 頚部文様帯は寵塁丈4単位を施し、充議文をうめる。頚部のドの隆帯にも都 IL叉 I 7.5 I 10.0 

りこみによる突起列と 2条の平行沈糠がめぐる。

30 I 羊歯状文
口議部に弾点と 1条の沈線がめぐる。体部は上柱、下位に一分され、それぞ! 紫

れにさ手掛状文が擁されているc
8.3 出

頚部と体部の間に緩{立B突走弘之単位、模{立B突担2
笈τ""立t 配概文E 体部文議帯は配置丈4単位を施し、光撰文をうめる

あとがみられる

日唇部に影りこみによる突起~IJがめぐるつ 体部上半の文様子苦は配童文4

議し充填文をうめる逢苦部上肢には刻みがめぐり、横位日突起5単{立が確さ

32 I |れる。隆体部に彫りこみによる突起列がめぐっているQ 注口部の左;おには議f立

B突起が施され、注口の周りには上下に議位B突起が、左右には横位B突起
( I、j

が擁されている。捧部下半文雄帯は区画文5単位令施し、充填文をうめる。

反画丈 i口縁部には列点が仇 Jゃれ f)[i福ケチパ:;凶作i};おそ主わス イ太訳ト単1+西戸密すぷ

醤戸密γ 単位施される。体

玉抱き王叉文が施される。

口縁部に良化物が付馨している 27.る

豊岡遺跡出土土器観察袈 (2)
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w.青森県平内町槻ノ木遺跡の縄文晩期
の土器について

-板橋秋穂・松田元生



N.青森県平内町槻ノ木遺跡の縄文晩期の士器について

藤沼邦彦・板橋秋穂・松田元生

l 槻ノ木遣誹の立地

槻ノ本遺跡は青森県の中央、陸奥湾に揺する平内町の小湊地区に所在するひ平内町は青森市と

地震Iに挟まれており、南は八甲間山に連なる山岳地苦、 jとは陸奥湾に突出する東泊半島となっている

槻ノ木遺跡辻平内町役場から車総距離にして高東へ約 1km、小湊JIIの右岸から夜華山へと続く標高

10mの河岸段丘上に位置するむこの地域は6、ア月になるとヤマセと呼ばれる季節風が吹き、その影

響で非常に風が強く、気温も上がりにくしh

かつて槻ノ本遺跡は他に、錦野里遺跡、下槻遺跡、小湊遺跡、などとも呼ばれた

2.機ノ木遺跡の欝査麗

( 1 )小湊中学校教職員、町喜志による発掘

194ラ(昭和24)年4月に小野忠明による調査が行われたっ詳しい遺物の出土状況は不明であるが、

内耳史jに発掘当時の現場写真と遺坊の出土状況の写真が掲載されているむ

( 2 )襲塵義塾大学による発掘調査

1951 (昭和26)年7Ji 31 日 ~8 月 4 日の 5 日間にわたり発掘を行っているむ慶応大学の藤田亮策を

中4、に、清水潤三・江坂輝弥、それに地元の小野忠明などが参加したむ遺跡、の南部にある娼に

さ20m、幅2mのトレンチを設定した。表土下25c mの黒一士!言内から土師器・亀ヶ詞式土器・

装飾品などが出土した(平内町197ア)む型式と腎位の関係は明らかではないc

(3 )平内町教資委員会と平内町郷土史研究会による発掘調査

1965 (昭和40)年5月2・3・5日の3日開に、延べ72人が参加したり発掘地点試遺跡中央から

北寄ちの焔で、長さ8m、幅2mのトレンチを 3本設定し、それぞ、れA、B，Cと名づけた(平内町

1977)8なお資料は平内町郷土資料館に所蔵されている C 出土した土器辻170点を越えていたが、

などは不明で、ある

3.実淵図化の対象とした槻ノ木遣欝の遺物

今回資料{とを行ったものは、自中忠三郎氏が保管しているもので、国33のみ青森県立郷土館所蔵の

るc 問中氏が発掘した槻ノ木遣誌の資料の大部分;之、現在国立歴史民許可博物館に所載されて

いるな問中氏の所にあるものは、その残りである

槻ノ本遺跡から出土した遺坊の総数は不明であるが、国立竪史民裕博物館に所載されているものだ

けでも、約800点あるc また、問中氏が現有している遺物の写真、平内町金郷資料館の展示品を

ると、大j阿君式と大漏BC式の土器が多く、槻ノ本遺跡はこの時期を主体とした遺跡であると言う

こと治宝できるむ

ちる



槻ノ木遺跡の出土遺物 (国立歴史民俗博物館所蔵)

国立歴史民俗博物館 『縄文時代の扉を開 く 一三内丸山遺跡から縄文列島へ-J2001より転載

〈槻ノ木遺跡、の基本文献〉

1955年 清水潤三「青森県東津軽郡小湊遺跡Jr日本考古学年報J3 日本考古学協会
1955年 清水潤三「青森県東津軽郡小湊遺跡Jr日本考古学年報J4 日本考古学協会
1966年 平内町教育委員会 『縄文土器写真集 第一集J平内町郷土研究会

1977年平内町「第二章町のあゆみ 第一節先史時代Jr平内町史上巻J
1990年 青森県埋蔵文化財調査センター編 『北の誇り・亀ヶ岡文化』図説ふるさと青森の歴史シリー

ズ③ 青森県教育委員会

2003年 小林圭一「東北北半における縄文晩期前葉の注口土器Jr研究紀要創刊号j財団法人山形
県埋蔵文化財センター

円

iQd
 





7 

時空込万百宅金五三F~骨三三雷

①区画文を施す。

8 

②充填文を施す。

o 10cm 

第66図槻ノ木遺跡出土土器 (7・8)
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o 10cm 
i r一「寸

①区画文を施す。

②配置文を施す。

③充場文を施す。

第67図槻ノ木遺跡出土土器 (9) 
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7r日

14 15 

、と二二 二二二三ジ

O 
l 

10cm 
t己

第68図槻ノ木遺跡出土土器 (10"'15)
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①区画文を施す。

O 10cm 

②充填文を施す。

③充填文の抜き出し。

第69図槻ノ木遺跡出土土器 (16)
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18 
17 

に-J.
21 

にJ|ノ
24 

29 30 

o 10cm 

第70図槻ノ木遺跡出土土器 (17--30) 
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O
L
 

10cm 

第71図槻ノ木遺跡出土土器 (31---34) 
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①配置文を施す。

35 

O lOcm 

②充頑文を施す。

①充填文の抜き出し。

第72図槻ノ木遺跡出土土器 (35)
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36正面

肩部の文様拓本
36側面

37正面

37側面

L 
A可?Lλ 廷刻ベ引~、\ グ必7究守仔f!':;ぜ

五云三込ふ
宇 きて8側面

経盟 主 主幹)- tさき出
¥ 。率V s 一 一

39正面

第73図槻ノ木遺跡出土土器 (36--39
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39側面



40正面

41正面

41側面

一下一一Lー~40側面

o 10cm 

第74図槻ノ木遺跡出土土器 (40-42)
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43正副 43領Ij語

44髄酉

50 

49 

51 52 53 

46程IJffii

47正面 47側臨 55 

第γ5図槻ノ木遺跡出土土器 (43--55)
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2 

特設

11.7 

番号

口唇部上面に沈維が巡る二文雄を広離する縦の拒沈線がはっきり見られる

単位二体部下半に詑隷が2条巡る

台部 3 分の l 建存ニ口唇部が切り込みによ~)波状を呈すこ B発起 2 単位残存会

3 
口唇部内面に;主義が i条ゾ日辱部に E突記15単位=口縁誌に沈線之条c

台付鉢
!正面に3突恕3単位コ中央の突恕が縦向きで左右は横向きご体部下半に詑線が之条三

台部破損。口唇部内面に沈線l条c 羊歯状丈の下に沈毅2条c 体部の上部と下露に

2条ずつめぐる

口器部内/f!iに沈報が1条ル口唇部に兜起列が巡るこ口縁部にi土議が2条。

1単位3 体部と台部の境に沈線によって諮かれた文様が6単{立ご

10.7 4 

;) 

6 
!口唇部上耳lIに梨恕列があり、突記持と沈線の聞に刺突が巡るさ口縁部正閣に日突起二

合誌と体部の境に列点が巡るご台部内面に横方向のミ

(26.9) 

20.5 

底部にj主線2桑二

3単位。口総部に詑線が2条=三日月形の文様が6単{立ご !縄文LR

I 条、日開;;ニ題~ iJ J6みによる鵠列c 口議言日体部文様との関(
i有面i二議方向のミガキニ

之条の平行沈謙三内面がよく磨かれている

底面に2条の沈椋c 上げ底と

白部破損ご口容部内面に刻み目が巡るc 口唇部に影り込みによ

部と台部の間に沈毅によって描かれた文様が3単位コ台部に

内酉に縦方向のミガキz

皿 j口縁部内面に刻み自主迄るこ口唇部に彫り込みによる突起列が巡る

文様が見られる

lJ氏部破損乙外語に横方向のミガキコ

:表面がやや凸関心

口縁部に沈隷が2条二上;げ成こタト冨;二議方向のミガキこ

お
一
お
一
却
一
泊

32 
てまユe

宝E
事彩三日経部に B 突走~ 1単詑こ o縁部に突招l単位 w 沈報2条のうち之条自
帯の土議乞

槻ノ木選接出土土器観察農(1 ) 
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番号i 器麓

33 
τ去っC

:<i:!: 

特 徴

口縁部内面に沈擦がl条巡る。口唇音s正面;こz関 1対のB突起さ日縁部;ニ沈線1条c[
下半に沈線が1条ずつ二体部上半に突起 1単位。体部下半に沈報2条二l

残存。内面が出回している

あ彩。霊長部に沈総が2条2 とげ底c

内面にj主総が1条。癌状の突揺がー単柱。

槻ノ木遺跡出土土器観察表 (2)

-110 -



v.つがる市亀ヶ岡遺跡の縄文晩期の
土器について

藤沼邦彦・境沢宏美・山口朋



v.つがる市亀ヶ阿遺跡の縄文晩期の土器について

藤沼邦彦・ . rlJ口腹美

1 .亀ヶ問遺跡の概要

亀ヶ同遺跡は、縄文時代晩期を代表する遺跡である 1944(昭和19)年6丹に国の史跡に指定された。

亀ヶ岡式土器や亀ヶ!詩文化という呼誌は、亀ヶ関遺跡の名にちなんでいるコまた植物性遺物や藍給漆

などを出土する泥炭層遺跡として、八戸甫是111中居遺跡と共に有名で、あるむ

本遺跡i土、青森県つがる市木造大字館岡および亀ヶ関に所在するつ遺跡、の西側には界民山丘陵が高

北に連なり、東髄には岩本JlIの沖積作用で形成された津軽平野が広がっているコ遺跡、から日本語(七

里長浜)までは直毅距離にして約4kmで、ある c 遺跡は亀山丘陵と呼ばれる低い全地を中心に、北側の

近江沢、高額iの沢根と呼ばれる低地にまで及んでいる。本遺跡を特殻づける低湿地泥段層は近江沢地

区と沢根地区に存在するつ標高は、亀山丘陵で20m、近江沢及び沢根地区で 3~5mであるむ

2盆亀ヶ問遺跡発揺調査の盤史

江戸時代から好事家や村人による出土品目当ての発掘が行われ、野しい遺物が各地に散逸したな以

下では明治時代以時に行なわれた代表的な学結発掘を紹介する

( 1 )往藤長蔵の発掘

1889 (明治22)年に若林勝邦が発掘調査を行っているが(若林1889)、佐藤伝哉の発掘調蒼の方が本

格的であるむ

東京大学の佐藤伝蔵は、 2回にわたり亀ヶ同遺跡、を発掘しているむ I国日の発掘は、 1895(明治28)

年に行われた(主藤1896)0発掘地点は沢根地区の丘陵下と思われる。また亀山地区も発掘している

出土した土器は大調A式を主体としており、このはかに石器・土罷・石製品が出土している。 2回

目の発揖は、 1896(明治加)年に行われた(佐藤1896)コこれは戦前における最大の発掘調査であったっ

発掘地点は近江沢であると思われるむ出土した土器は大柄C2式を主体としてお与、このほかに土問、

動物影土製品、石棒、磨製石斧、打製石斧、石識など大量の遺物が出土している G さらに佐藤伝哉は

泥炭着から遺物が出土する理由について、地すべり説、水上住居説、水力運搬説、人工埋蔵説を紹介し、

これらを否定して新たに海鴇説(津波説)を提唱した。

佐藤伝蔵の発掘報告では、亀ヶ同遺跡の層序を示し、初めて泥炭暑の成国を検討して海鳴説という

ー鳴応の結論を出している C また出土遺物の図を載せて分額し、計測値も記しており、当時の発掘調査

としては極めて学識的な内容となっているむ

( 2 )小岩井兼輝の発掘

小岩井兼輝(旧制弘前高等学校教授) ヶ|需遺跡を発掘調査した時期は不明であるが、斉藤報思

会の記録〈斉藤報恩会1934)によると、昭和7年に発掘が行われた可能性が高v'。報告記事にある

真に「雷電宮西下地下粘土及泥炭層より土出せるもの」とあ与(小岩井1934)、沢根地区の最も谷奥

に近い部分を発掘したことがわかるつ遺物には石器・土器・骨器・角器・獣骨等があるつまた壷形の

同種類のものがーヶ所から 4悟並んで出土したことから、小岩井兼輝辻泥畏層の形成を地殻下降運動

によるものとした

この時の出土遺物は旧制弘前高等学校所哉となり、その一部が現在の弘前大学人文学部日本考古学

研究室に引き継がれている

( 3 )三田史学会の発掘

1950 (昭和25)年に藤田亮策・清水j間三らを中心とする慶応大学の一行により発掘が行われたC 沢
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根地区にA'Bの2本のトレンチ、近江沢地区にC'Dの2地点を設けた。出土した遺物には、

石器・骨角器・木器・土製品・藍胎漆器・白熱遺物がある。縄文時代後期の土器もあるが、大漏BC

~大i同i¥'式までの暁期の土器が大部分で、完形または復元したものも約70点ある。特にBトレンチで

は、大柄C2式を中心とした遺物が出土している C

三国史学会では、遺跡の成因について佐藤伝哉の海噛説(津波説)を批裂し、新たに祭;líE~えを提唱

した(三田史学会1959)っ

(引青森県教育委員会の発掘

青森県教育委員会は、 1973(昭和48)年にバイパス道路建設に伴い、沢棟地琶の史跡指定地に欝接す

る地点を発掘調査した。発掘地区は農道を境として南簡を S医、北側をN区に分け、約16のグワッド

を設定しているの出土した土器は 3 区、 N区を合わせて、円筒下屠 d 式、円詩上智 a 式、十腰内 I~V式、

大詔B、BC、C1、C2、A、A'式、弥生土器、須患器、珠洲境等があるむ f患に石器、石製品、土偶、

土製品等が出土しているむまた大j同A'式を主体とする

員会1974)

(5 )青森県立郷土諮の発掘

からガラス玉が出土した

青森県立郷土結は、 1980(昭和55) ~ 1982 (昭和57)年の三ヵ年にわたって発掘調査を打ったむ

年次調査で辻沢根地区を発掘し、 A区と B区を設定した。第二年次調査では沢根地毘と近江沢地区を

発掘し沢根地区では B 区の第一年次分の未発掘部分と新たに C1~C3 亙を設定して発掘しているむ

沢担B区からは籾設と炭化未が大詔A式土器に伴って発見されたという。第三年次調査では、 j尺根地

区と亀山地区を発掘し、沢根地区で辻新たにD区を設定している。亀山地区からは縄文晩期の土坑墓

がお基検出された。なお、沢根地区で大混C1式~大綱A式、亀山地区で大j同BC式~大詔C2式が

主体的に出土したりこうしたことかち、各時期によって土器の蕗棄場所が違うのではないかと考察し

ている(青森県立郷土館1984)

3.弘前大学所載の土器

弘前大学人文学部日本考古学研究室で所蔵している資科は、!日制弘前高等学校教授の小岩井兼輝氏

が発掘したものと伝えられているむそれらの遺物は朱や墨書きで注記され、漆塗りの破片など優れた

ものを含んでいるっここでは、亀ヶ同遺跡出土の完形品36点と破片80点の実測図を掲載したむこれらは、

深鉢・鉢・台付鉢・浅鉢・台付浅鉢・服・査 .i主口土器であるつなお参考品として、青森県立鶏土館

所哉の亀ヶl両遺跡出土の土器I点(台付浅鉢58)、土井 I号遺跡出土の土器1点(査121)、八幡崎遺跡

出土の土器2点(浅鉢120・注口122)、出土地不明の土器3点を掲載した。

文様による分類

文様については、以下のように分類を行ったの

( 1) 1類:無文のもの

地丈の無いもの(鉢辺、浅鉢43、査結~90 ・ 92~94 ・ 96 ・ 1∞. 112~114 ・ 118 ・ 119) 、地文が縄文

のみでLRのもの(壷98・107・110)、RLのもの(室97・108・111)、地文が条痕のもの(深鉢6)が

ある

(2 )註類:羊歯状文

鉢29に見られた。鉢29は羊前状丈の末端が入組んでおり、文様が頚部に2段施されているコ

( 3)盟類:雲形文

浅鉢40・44・49、理81--87、注口103・104に晃られる C 文様の全体像が比較的分かるものは浅鉢，19

のみである c この文様については施文工程を示した。まず付加文のある配置文を2単位記置するむ次

にその期間を大きめの充填文で埋める C 最後に小さめの充填文とノの字状の充填文を配置するやただ
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し破損部については、復元できない部分があっ

(4) N類:入組文

鉢27・28、壷99・109・115に見られる C 台1t鉢27'ま摩滅がひどいが、壷109・115と同じく聖山 I

に見られる連繋入組文であると思われる c 壷109については、擁文工程を示したc

(5) V類:工宇文

ム宇文の形を として分類を打った。

VA類

--'山形文を点対称に並べたものである。鉢34、台付浅鉢57・58.65・66、浅鉢77に見られる C

VB類

…叫犬の三角形文を点対称に組み合わせて連続して配置したものである。台討浅鉢51・59に見られる

c 
VA類の配列によって生まれた工字文を沈線で表したもので、沈線でJ二向き下向きの三角形を交互

に主主べていくように描いたものである O またその中に I条の沈線が入るものもある合浅鉢45・74、台

付浅鉢46‘48・50・62・68、壷101に見られる O

④VD類

ム状の沈殺を点対称に並べたものである G 鉢13・21・33に克られる。

E 

T宇状の沈線を上下互いに主主べたものである。鉢11・20・35に見られる

(6 )日類:変形工字文

ここでは主にさ角形の文様に着目して分類を行った。

①VIA 

彫り込みによる三角形の文様の中にふ状の文様をヲ!いたものを

浅鉢47 ・ 56 ・ 60 ・ 63 ・ 67 ・ 70~72 ・ 76、壷91の下段に見られる

(])VI日類

して配置したものである C 台付

彫り込みによる三角形の文様の中に沈刻で表された三角形の文隷があり、その下に I条の沈擦を引

いているもので、三角形の関に斜線が 2本51かれているものであるむ鉢問、台1~-~支鉢55に見られる C

:~VI C類

i尤線で表された三角形の中に指円丈を描き、その内部に 1条の沈線を引き、さらにその上に 1条の沈

線が引かれるものであるのさらに三角形の関に斜総が2本引かれているc 壷91の上段にのみ見られるむ

D 

残存部のみでは特徴がわからないものである G 深鉢4、鉢14、浅鉢61・69・73・75・78・79、

102がこれにあたるc

( 7 )祖類:平行沈線文

平行沈隷が設数引かれているものであるむ 深鉢 1~3 ・ 5 、鉢 7~9 ・ 12 ・ 15~19 ・ 22~25 ・ 30 ・

31 ・ 36~39 ・ 1師、台付鉢26、浅鉢41 .42、台付浅鉢52~54. 64がこれにあたる 2

( 8)咽類

上記の文様に該当しないものである O 浅鉢80辻、彩文土器であり黒漆と赤漆で文様が描かれている C

査%は、上下に2条ずつ平行沈線を引き、その関を縦に並ぶ3条もしくは 2条ずつの沈線で区画して

いるc 台部105は透かしで文様が施されている O

4窪まとめ

弘前大学人文学部日本考古学研究室が所蔵する亀ヶ間違罫出土の土器は、大j同 BC~A'式まで含ま
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れるが、晩期

まれていない。

ら後葉にかけてのもの、特に大調 A式と A〆式が多かったc 大潟B式のもの

また、連繋入組文も多くあり、青森県外ヶ浪町宇鉄遺跡・むつ布二枚構(2)遺跡・北海道七飯軒

山遺跡などの土器に共通しているひ

今回実現IJ国化を行った資料i土、小岩井兼輝氏の発掘品と怯えちれているが、発掘地点や層{立を知る

ことができない。また注記も様々で「瓶子山-'r亀ヶ同Jr亀ヶ間瓶子山北静ur亀ヶ開丘段jなどがあるむ
ヶ間遺跡のどの地点から、どの時期の遺物が出ているのかを知るために、佐藤伝歳・三田史学会・

会・青森県立鴻土館の発掘調査で、出土した土器、および久原コレクション、員韻堂コ

レクション、弘前大学期蔵品に見られる土器について、大j問B式~大j関Aノ式の 6つのi時期に分けて

表に不したむ型式が存在する時期にO、特に多く見られる型式はOとして示し

これらを通じでわかることは、亀ヶ詞遺跡では大綱B--A'式の大網諸型式がみられるが、特に多い

のは大潟C1--A式で、大柄B.BC. A'式は少ないことである

ヶ同遺跡の主要文献〉

1889年 若林勝邦「陸奥亀岡探求記Jr東洋学芸雑誌j97
1896年 佐藤伝載「陸奥亀ヶ同発掘報告J東京人類学雑誌 11-118

1896年 佐藤伝蔵「障奥亀ヶ同第2回発掘報告Jr東京人類学雑誌 11-124
1896年 佐藤伝載「陸奥亀ヶ詞第2団発掘報告(続)J~東京人類学雑誌j11-125 

1934年 小岩井兼輝「亀ヶ同新石器時代遺跡と過去水準変化に就いてJu日本学術協会報告 9-2 

1934年 財団法人費藤報恩会『事業年報j

1959年一 『亀ヶ同遺跡-青森県亀ヶ同低湿地遺跡、の誹究-三田史学会考古学民族学叢刊

3冊

目74年 青森県教育委員会?亀ヶ同遺跡発掘調査報告書J者森県埋設文化慰調査報告書14

1982年 東北大学文学部;東北大学文学部考古学資料図録j第1・2

1983年 村越潔 f亀ヶ員j式土器j考古学うイブラワー18ニュー・サイコニンス杜

1984年 村越潔「亀ヶ同式遺跡j考吉学ライブラリー19ニュー・サイエンス社

1984年 青森県立嬬土館編?亀ヶ同石器時代遺跡、j青森県立郷土接調査報告書第17集 考古-6

2001年 青森県立郷土館 f青森県立都士舘収栽資料図録第3集考古編 (2)j
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第77図 亀ヶ岡遺跡出土土器 (18--29)
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電 Ff

① 付加文のある配置文を2単位配置する。

②大きめの充填文で隙聞を埋める。

③①の配置文に沿う小さめの充填文と

ノの字状の充填文を配置して完成。

o 10cm 

第79図 亀ヶ岡遺跡出土土器 (49)
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第80図 亀ヶ岡遺跡出土土器 (50"'63)
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第82図 亀ヶ岡遺跡出土土器 (81~91) 
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①横S字の配置文を2単位配置する。 ②横S字にかみ合う文様を配置する。

③横S字の聞に工の字の充填文を配置する。 ④隙聞を鍋蓋状の充填文で埋めて完成。

第84図 亀ヶ岡遺跡出土土器 (109)
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第85図 亀ヶ岡遺跡出土土器 (110~115 ・ 117) 出土地不明 (116)
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---

¥ 121 
122 

JJ 

①区画文を入れる。

①大型の充填文を入れる。 ④小型の充填文を入れる。

O 10cm 

第86図 出土地不明 (118・119) 八幡崎遺跡 (120・122) 土井I号 (121)
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番号器穂 文様 特 徴 地文
器商|器幅

(cm) i (cm) 

日縁内面に 1条の沈線、外面に 5条の平行沈線。炭化物が付着c 口径の i縄文LR! 
l 深鉢 L官 24.5 

112残存コ

2 深鉢 程
口縁内面に 1条の沈報c 外語の3 尽の沈報の関に眼鏡状の装鋳ご長化物

; 条薬
がfす義c

3 深鉢 理 日韓外言語;こ3条の平行j主義コ 条長

2f詔1対の出形突起が1単位残存。口縁内面に 1条の沈線c 外語i
4 深鉢 vlD 縄文LR

;書ISト錦 眼鏡状の装

、イ本部卜端 ，~ Bf!錯犬の装
ひ 深鉢 四

!に炭化物が付着c
縄文LR

6 深鉢 体部被片=原みがある c 条痕

7 鉢 主主
口容部に発起が1単位残存。口議内面に i条のj主義。タ全面の 1条註のi支報 縄文LR
;こ誤鏡状の装議。

8 鉢 L宣 口唇部に刻みがある c []諒タ全面に4条の平行沈線c 縄文LR

9 安本 L五 口縁内面に 1条の沈韓c 全体的に粗雑な調整である C 粧

10 鉢 明日 |口唇部にA突起が1単位G 頚部に無文帯。口縁部と酬に約Le. 縄文LR 8.0 10.5 

11 安本
口縁部に 8条の平行沈線 3条自の沈総に眼鏡状の装飾が11単位 (うち

縄文LR 9.6 10.3 
VE 9単位残存)

12 鉢 VII 口縁内屈に 1 条の詑隷っ結土の議室~{自が見える ;縄文L豆-

13 口援内需 1条の沈議。 :縄文L立

14 立D 1条のj主義っ頭部に無文帯。 縄文LR

15 鉢 v] 口縁内面に 1条の沈様、タト面に 3条の平行沈縮。内面に炭化物が付着。 縄文LR

16 鉢 刊 表面に黒い付着物が見られる。炭化物か溶かは判断できずο 条痕

17 鉢 VII 口縁外面に3条の平行沈緯。内面に炭化物が付着。 縄文LR

18 鉢 l宣 口縁外面;こ3条の平行沈線3 条喪 ; ー

19 鉢 1査 口縁タト面iこ3条の沈毅があり、 3条呂の沈識に践鏡状の装語。炭化坊が付審。 縄文LR

20 鉢 VE 
口議外語にア条の沈裁があり、 2条自の詑線に践鏡状の装鋳。赤漆が塗ら

盤

れている。

21 鉢 VD 口縁外面の 1条 の沈報に眼鏡状の装飾。赤彩されている。厚さが薄い。 振

22 安本 v] 
口唇部に B突起が2単位残存c 口縁内耐lこ1条の沈線。頚部無文帯の直下縄文LR

11.0 
に4条の平行沈糠c 口径の約112残存c

23 鉢 理 口縁内面に 1条のi主総と、諦修孔のような穴がある。但し貰通はしていなし 縄文LR

口唇部に山影突起が1単位残存。口議内福に 1条のit載。手本部土議の 1条
24 鉢 理 縄文LR

吾の沈隷;こ設鏡tえの装銭。霧器に無文苦ありつ

25 安本 3童
口唇誌に突起が1単f立残存。口議内面に 1条の沈娘、タト屈の4条自の沈線

縦

に器鏡状の装飾c

26 I 台付鉢| 1直
口唇部に 2個 1対の山形突起が6単位(うち 3単位残存)。口縁部に 5条 縄文LR

13.3 15.0 
の平行沈線、 3条日の沈親に眼鏡状の装飾。

口唇部に 2f器1対の山形突起が6単位(うち 5単位残存L平行沈線のえ
27 台付鉢 IV 

条Eに眼鏡状の装銭。
- I 15.5 

口唇部に 21翠1討のUJ形突認が6単位(うち 3感泣竣存)、その間にB突

28 合it鉢 長7 起が6単位(うち 2単泣残存)っ口縁誌にお突起が6単位{うち 3単位残脊入 縄文:LR 16.2 

肩部にB突起が6単位(うち 3単位残存λ[]{涯の112残存c

17.8 29 台付鉢 H 
|口唇部日突起と 3個 1対の突起が見られる。外面全体に黒漆がれれて

縄文LR
いる。口径の1/6残存。

口唇認が小波状にな ている 口縁部に 3条の平行沈縫があ号、 3条告に

30 鉢 羽 2鋼 1対の突起が6単位 口縁内面に 1条の沈線っ底部に2伺1対の突起 縄文設L 8.8 11.5 

が4単uL

ヶ問遺誹出土土器観察表(1 ) 
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番号 器栂 文様 i 特 徹 地支 器高 i器幅
(cm) I (cm) 

31 鉢 W 口唇部に突起がl単位残存。口縁内面に 1条の沈線。炭化物が付着二 縄文LR

32 手本
口唇部に2偶1討の突註が1単位残存3 口縁内面iニ1条の沈線。内外語と

金正

もに事i奈が塗られ表面に光沢があるご

33 鉢 VD 
口縁内冨;こ 1条の沈譲c タト面の3条目の沈識に銀鏡状の装鋒c 内語に炭化

主廷

物がfす著c

34 鉢 VA 口諒内謡に 1条の;尤隷c 炭先物が付着ニ 縄文LR

35 鉢 内面に 1条の;主義。炭生物が付着c 沈毅がj菜い。 縄文LR

36 多宇 計調面にほの沈隷
縄文LR

37 鉢 面に 1条のj尤議乙タト屈に2条の平行沈静、ο 縄文LR

38 鉢 溜 口総内面に 1条のj尤線c 外語の2条自の沈譲に眼鏡状の装飾っ 縄文LR ー

39 鉢 3官 日韓内蕗に 1条のj尤緯h タト面:こ2条の平行沈様。 縄文LR

日韓誌に 1条の平行沈親と組かい刻み日 C 外耐に黒j奈が
縄文LR1 - 119.2 40 i実鉢 国

I1径の約1/4残存ニ

41 浅鉢 羽 日縁部に3条の平行沈線c 内外面に赤漆が塗られている 組

42 i 浅鉢 W |口線外閣に3条の平行沈線。内面に 1条の沈線。 主任 12.7 

43 i長鉢 内外耐ともに赤i奈が塗られている O 金径

44 I 浅鉢 | 班 |口縁部に刻みが施されているこ内外面ともに黒壌が塗られている 縄文LR

45 i~鉢 vc 日繰内閣に 1条の沈組、外面に2条の平行沈鰻c 続 4.9 ヲ.2

46 台付浅鉢 vc 口縁内面に 1条のj尤穣3 鑑

47 台付浅鉢 vlA !騨部と口縁内面に 1条の沈線c 金設

48 台付浅鉢 vc 口縁内面に 1条のit線。表面がよく屠かれている。 ;縄文LRi 一

口縁タトi立jに縮かい期j突。事Ij突の下に 1条の沈載。内外語ともに赤擦が議ら
49 i支鉢 盟

れている
縄文L1ミ! 5.3 16.4 

50 台村;支鉢 vc 日韓内議iに1条の沈毅。舟タト面ともによく磨かれ光沢がある 縄文LIミ

51 台村法鉢 VB 表弱がよく壌かれ光jえがある。タト面の l条目の沈栽に突起が1単投手交容。 銀E

52 台付浅鉢 L宣 口鎌内面に 1条のj主義。タト語iの2条Eの沈線lこ誤鏡状の装錨あり 金託

53 台付浅鉢 祖 口縁舟揺に I条のj土議3 タト面の2条呂の沈韓lこ眼鏡状の装飾あり二 主任

54 台fす浅鉢 L宣 日機内面に 1条の沈議3 タト面に2条の平行沈様。 縦

;);) 合付浅鉢 時お !唇部 1条の沈様。口縁内面に 1条の沈線c 無

56 台付i支鉢 VIA [J器部に波状実起と 1条のi尤線。ところどころに朱が残っている 紙

。i 台付i支鉢 VA 日縁内面lこl条のit娘。外面に赤い付着物が見られる。 縄文RL

58 台付浅 VA 
日唇直下に矧沈線(一部のみ)、その下に 6条の平行沈線。 3条目の沈線 1

縦 10.0 13.5 
内に2倒1対の突起が4単位c 青森県立郷土館所麓c

59 台付浅鉢| VB 
外聞に?条の平行沈線があり、 2条日の沈線に 2f!Qj 1士、jの突起が4単f立土

長後 10.4 17.7 
;合部に3条の沈線。

60 台付浅鉢 vlA 日総内偏に 1条の沈線。 縄文LR

61 台村浅鉢 VID 口幹部に 1条の沈線c 口縁内面iこl条のj主謀c

62 台村浅鉢 VC 口縁酬こI条の峨o 表面がよく憎かれ、光沢が杭 斗4斗ラ
63 台甘浅鉢 立 口容部iこj乏状突恕が2準設費存、 1条のj之議c 口議再童話に 1条の沈議苧

64 合討浅鉢 理 口縁内i主Hこ1条のちt繰。 鍛 7.3 14.0 

65 I台討浅鉢 VA 日韓内面に 1条のj主義。 縄文LIミ

66 台骨浅鉢 VA 口縁休H語Hこl条のit線 紙

る7 台付i支鉢 ¥:lA 日唇龍に 1条の詑線c 日縁内面に l条のi主義二 紙

68 台fすi支鉢 vc 口縁内面に l条のit線c 縄文LR

的台fすi支鉢 ¥lD 口唇部に波状突起が2単位残存。口唇部と口縁内面に 1条の沈線。 紙

70 台fti支鉢 ¥:lA 口縁内耐に 1条の沈様[]経の約1/3残存c 紙 19.0 

ヶ岡遺跡出血土器観察表 (2)

-128 -



番号[器種 特

711合付浅鉢

A
一
D

鉢

一

鉢

一

鉢

…

一

鉢

浅
一
浅
一
鉢
-
鉢
一
浅
一
鉢
一
浅

仔
一
付
一
浅
一
浅
一
村
一
浅
一
付

ム
口
一
ム
日
…
一
一
ム
口
一
一
山
川

2
一3
一4
…

5

7

h

v

一7
一
8

83 毘

84 阻

E 

itl2 :x:器高 l縄地文 1 
l(Cm) 1 (鍛)

iLJ唇部に山形突慈が6単位c 日縁外語の2条自の沈線に2橿 l対の突粧が 1 ?~ ..~ ~ ¥'1:'¥ 1 _ ，，~.，.. -.~ ~ "縄文LR … 1 13.0 
16単設な日縁内面に 1条の沈線。 1 I 

口容器;こ波状知的単位稿、 1条の沈較で口縁内面に l条例滅。!縄文LRに一
口容認に法状突起がl単企残存亡口唇部と日韓内面;こ 1条の沈線二 無 ) 

v 却 iiがよく副代い/50 一一一 一平 ! 

vlD 上表面がよく磨かれているつ 禁 l

口議内面に 1条の沈譲こ口縁部から突起題辺にかけて赤彩の践 縄え工i

VA 日縁内言語に 1条の沈綾σ 無;… ー

!日唇部に波状突起がl単位残存c 司容と
¥lD L口縁者Eに赤彩が幾つている。
表面がよく謄かれている

(黒漆と赤i奈の彩文。

文様! 徴

vlA 

口唇部と口縁部に l条の詑議c 底部に l条の沈綾な黒i奈が付着c 口f衰の約 i

}縄文LR 5o I話。
!唇部と口議内説i二1条の沈議c 縄文LR

り込みつ口縁内面に 1条の沈線な黒漆が付着して
i縄文工豆

ミゐ 2

口鶴に三角形状の彫姑みc 内外面とも時が議られているc l縄文LR

体部と底誌の境呂 lニ3条の平行詑韓合内外面に赤漆が塗られているが剥汗[

務ちている部分がある。 I縄文LRI 一

口唇部に l条の詑線。内外面に椛地ちれているつ i縄文LRI
宣言Eに1条の沈線c 内外語に械が塗られている I縄丈L

口唇蔀iぷニ山形状の突程がi単靴位、 2個 1対の突誌が4単位。口唇内語に沈 l
線による装舗あり。 [1幹部に突起を作り出すための詫隷がl条c 類部と体 j 燕 I 15.2 I 15.7 

部の境問二 1条の詑線。

体部上端に陸帯が之本あり、その関に2鶴l対の突起が4等生設。体部に2

条の沈謀。底部は髄付きになっている。表面全体にホ擦が塗られている

頚部と体部の境日に I条の誇帯c

口縁内言語;こ l条の沈線。口縁タ全面に 3条の平行沈毅があ!)、 2条自のj主線

内lこ2傭 1詩の突超が4単位。文様警が3段になっている

;口縁部に2本の誇普があり、聞に2鰭l対の突起が4単f¥lc

条の沈謀。

口唇部に 21顕1対の突註が4手[]縁部に 1条の沈線土

日に 1条の沈隷c

紫 10.8i 11.0 

93 
三三二千

笈2:

94 

95 
でまず

笠笠
情
出
掛

YB

‘L・『

頚部と体部の境呂に l条の沈報c 口議内面に l

!日唇部に2個 1支すの突起が2単位c 体部の平行沈線開

れる
縄文RL' 7.6 I 10.0 

内十i

は卜ι霊

と体誌の境

p

h

v

n

A

V

 

'
z
i
 

日

日

立

P
o
z
-

-

4

2

 

1

i

I

i

1

1

 

ー;!↓
j
i
t
t
-

「

経

…

鉦

…

IV 

頚語と体部の境目に2条の平行沈線c 表面に黒漆が議られている

頭部と体誌の境呂に I条の沈様。

頭部と体部の境目に l条の沈線コ

金棒的に白っtfい色議。

口議タト酉に 1条の沈議っ内外面とも赤漆が塗られているな無類査かC

1肩から上の破片ご破片の大ささや摩さから大型の豪と予測される=

肩から上の議片c 厚みがある

内外耐ともに奉漆が塗られている c

臨時時られる=肩の部分lこ装飾あるご

合言15護片っ内外出ともに黒漆が槍られる c 透かし見られる

竺-

十J
亀ヶ間違接出土土器観察表 (3) 
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番号 器撤 文様 特 能 地文
B告EεET Iロ問 器幅

(cm) (c盟〉

日唇誌に山形突起が6単1立。日縁部に蕪文子言、その下に3条の平行;主総が
106 鉢 ¥11 ぁf)、1条吾の沈毅;こ2f極l対の突起が6単柱c タト面に少量、内面に多;最 縄文L立 I 16.2 

の東住物が付着。

壷二日頚町一に1条の沈線 縄文LR 12.6 11.8 

査 寂部i之上げ底である 縄文京L 11.1 

109 笈二~ IV 護部;こ 1条のi主線む文様帯の下、及び患部に2条のj主線。 縄文LR 15.3 

110 支質 I 文様・装飾ともに蕪しc 縄文LR 13.4 I 11.3 

111 宮コ公E認E子 I 口唇部に突起が2単位c 日縁部に 1条の沈組(l部2本)と突起1単位。 縄文RL 9.9 9.7 

112 笠町公E認r I わずかに赤彩が残る c 黒斑あり。 銀 11.3 11.3 

113 引m℃AdA吋

頚部と体部の境目に 1条の沈線(沈線の聞に盛り上げによる突起とそのド
経 8.0 9.3 

に貼り付けによる突起がある)

114 宝七法区ぉf 1 
口唇部が欠損しており、その臣下と患われる部分に列点が1列っ頚部と体

経 立2
部の境日に列点が1列c 表記全体に謀議が裁られている c

115 I 笠三孟玄z 五?
議誌と手本部の境吾;こ 1条の;主義と突起毛単f立つ文様苦の日こ2条の平行沈

縄文LR 12.6 
線c 窓部;こ設による作り出しむ

116 法鉢
iこ刻み吾。口議部に 1粂の沈線c 成郊に設による作り出し。磨滅が

縄文LR 6.8 15.7 
激しいが、議が塗ってあったと思われる 出土;地不明。

117 台付i支鉢 VA  
口容部lこ2髄 1対の突起が4単位(うち 2手枕欠損)。体部に8条の平行

期正

j尤糠があり、 2条目の沈殺に眼鏡状の装飾。台部に6条の平行沈糠c

体部上端に2個1対の突起が4単位っ体部上半lニ1条の降荷があり、縄文?

118 宜二土:;: が施されているc 底部は脚付きにな でいる 内外面とも赤漆と黒漆が塗 鯨 . 10.4 10.6 
られている。出土地不明。

甚市可ヨ子
119 zζ全豆 I 

体部上端に2髄 I討の突起が壬単位(うち 1単位欠揖) 体部上半に 1条

の降帯がある。表面全体に赤漆が塗られてし￥る。出土地不明。

120 浅鉢 立 :底部付近中央に突起がある c 文議苦が 2段になっているつ八犠~奇遼罫出土c

口縁内議1に沈毅による装諒=口議話と頚部の境呂、及び顕奇1)とf本部の境呂
121 宣コ乏二玄r 菱形文 に1条のj主義っ文様奈の下に2条の平千万主総1i角形文が充;壊される。事 縄文LR 19.6 17.3 

彩されている 土井 I号遺跡出土=

122 注口 三叉丈 日縁部に3つの連合った山形突起コ高師小僧が付着c 八幡崎遺跡出土c 鉦 12.6 14.1 

ヶ間違排出土土器観察表 (4) 
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01928年杉山寿栄男 f任

01928年杉山寿栄男「日

VI.主な参考文献

、工芸美能研究会

、工芸美術研究会

01930年山内清男 ヶ閉式土器の分和と縄紋式土器の終末J 1 3、東京考吉学会

01935年 中谷治宇二郎『日 、岩波書癌

01939年 山内清男「日本速古之文化J、先史考古学会

01954年 清野謙次 f日本考古学・人類学史J、岩波書庖

01960年 芹沢長介 f石器時代の日本J、築地書館。1964年 山内清男「日本先史時代概説J~日本原始美術 1 、講談社。1968年 村越諜ほか縞 f岩本山j、岩木山刊行会
01972年 課坂三郎輔:是111遺跡出土遺物報告書」、八戸布教育委員会

01975 ・ 1984~1的2年 、五所川原市教育委員会

0197ヲ年

01979年

01981年

01981年林謙作

出j、北海道大学教養部人類学研究室

、東北大学文学部考古学研究会

東北地方-J r縄文土器大成 4、
-北海道-J r縄文土器大成 4、

01981年 飯島義雄 ii災称 f連繋入組文jと「横位連続工字文jについてJ考吉嵐土記j6 

01981年 高橋龍三郎 f亀ヶ問式土器の研究-青森県南津軽郡浪間町細野遺跡の土器についてJr~と

奥古代文化 12、北奥古代文化研究会

01983年 村越潔『亀ヶ問式土器J考古学ライブラリー18、ニュ…・サイエンス社。1983年 新谷雄蔵・JlI村真一『五月女渇遺跡J、市浦村教育委員
C)1984年 村越潔 f亀ヶ問式遺跡j考古学ライブラリー19、ニュー・サイエンス社。1984年 十和田市教育委員会編 f明戸
01985年 野村崇?北海道縄文時1-t務末期の研究J、みやま

01989年

01989年

01989年

ヶ間式土器の文擦の描き方-

f体部文様からみた聖出式土器j

ヶ間式土器隷式j

01990年 青森県埋設文化封調査センター編

1)ーズ在、青森県教育委員会

「大柄C2式土器細分のため

を中心に-J r考古学論叢J豆
E 

4、小学館

ち・亀ヶ関丈11::j冨説ふるさと

史考古学研究 4、

ン

01993年

01993年

01994年

01995年

01995年

01995年

f土井 I号遺跡j、板柳

「文様の描き方-亀ヶ J r縄文文化の研究 5、雄山関

01995年

ヲ弱年

切る年

01998年

「宇鉄遺跡発掘調査報告書j、 A 
ZコZ

-中村明央「山井遺跡j一戸町;文化財調査報告書第36集

-粛藤岳「千刈(1 )遺跡J青森県埋蔵文化財調査報告書第174集、

ケ開式土器の器形・

.高J構j間・児玉大成編

出式土器再考のため

f東北E本先史時ft文化変化・
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ら見た地域性Jr北海道考古学Jl31
、三厩村教育委員

33、震史人類学会
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01998年 シンポジウム「聖 実行委員 シンポジウム「聖山

01998年

01998年

、問実行委員

f亀ヶ胃式j二器における入組文のゆくえJ

会編

63、物質文化研究会

02000年 梅田正宏「北部亀ヶ向式土器としての聖山式士器J 古代 108、早稲

02000年 秋田県教育委員会「戸平川遺跡、j秋田県文化財調査報告書第294集

02001年 橘善光・奈良正義編 f二枚橋 (2)遺跡、発掘調査報告書j大畑町文化封報告書12集

02001年 国立歴史民俗博物館編「落合計策縄文時代遺物コレクション:国立竪史長谷博物館資科摺

02002年

02002年

02003年

02004年

02004年

か編 f是111中岩遺皆、…長田沢地区j八戸遺跡調査会思議文化財調査報告第2集

「縄文後顛・晩期の煮炊き用小型土器Jr海と考古学とロマンー|、
「東北北半における縄文晩期前葉の注口土器J研究紀要 創刊号J、財団法人山

形県域蔵文化財センター

会「向様田 A遺跡 遺物編j秋田県文北封調査報告書第370集
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森県東滞軽郡平舘村今津遺跡発掘調査報告書j弘前大学人文学部日本考古学研究室研究報

2 

02006年 藤沼邦彦・小川忠博編?ミー ヶ詞文化の霊界j (弘前大学人文学部日

考古学掛究室研究報告3)、亀ヶ同文化研究七ンター
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